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dynabook 巧用応援サイト 

まちプレイス 


ま芝プレイスは、 dynabook をお使いのみなさまのための活用応援サイトです。 

dynabook を幅広く活用していただくために、インターネットを使ってできる 
さまざまなことを用途別に分類した各種プレイス（場所）をご用意しています。 


@能廣け 

犀解^ 
の能も 


ヴポートプレイス 

dynabook を使用していて困ったときに役立つ情報や、さまざま 
なヴポートサービスを提供しています。 


アクセヴ U —プレイス 

dynabook のオプシヨン製品や使いかたび広びる周辺機器などを 
紹介しています。 


アッププレイス 

ダウン□ー ドしてすぐに使える、便利なアプ I 」ケーシヨンソフト 
を紹介しています。 


J 0 oo(r フックフレイス 

1^^^ Place 話題の新刊や〕ミック、雑誌などの電子書籍を紹介しています, 

Video ビデォプレィス 

Plac ^ 言舌®©日央胃をド'ラ7、7こメなど©ビデすを IS かしてし)ます。 


ffniGame ゲ-ムプレイス 

I Place 気軽に楽しめるゲームを紹介しています。 
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Music 

Place 


s ユージックプレイス 

高音質で楽しめるさまざまなジャンルの音楽を紹介しています。 


圓龍搜 ng 


ショッピングプレイス 

ファッション、美容、グルメ、旅行など、生活に役立つサイトを 
紹介しています。 


東芝プレイスはこち5 

http : //tosh ibaplaces. j P 





















マニュアルのほいかた 



まむしてお使いいただ<ために一 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前 I こ必ずお読みください。 




广 dynabook ガイド（本書) 

•パソコンの準備 
• 各部の名前 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• 電源の入れかた 

• メモ I 」の取り付け/取りはずし 


•パ'ッテ U —パックの交換 
• システム環境の変更とは 
• リカバリー（再セットアップ） 

• Q & A 集（電源び入日ないとさ） 

• 廃棄/譲渡 
など 

_ J 


广 オンラインマニュアル- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとさ 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U —で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 

V _> 

^リリース情巧- V 

• 本製品を使用するラえでのミ主意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ リ U — ス情報について」 

V _ J 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊子『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

本書や『安むしてお使いいただくために』は、お読みになったあと、いつでち見日れるよラに 
お手元に大切に保管してください。 

本書は、なの決まりに従って書かれています。 


■ lH 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び死亡または重傷（*1)を負 
うことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取り扱いを誤った場合、使用者び傷喜（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損書（*3)の発生び想定されること" 
を术します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し 

ぶ9 〇 

£5 メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

•このマニュアルへの参照の場合…「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』 


* 1重傷とは、失明やけび、やけど（高温-ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、ミ台療に入院■長期の通院を要さない、けび、やけど（高温■ほ温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜■ぺットなどにかかわるお大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、なのよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0S) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明びない場合は、 Windows® 7 Start 乱を示します。 

WiMAX 機能搭載モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

日 luetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

ご購入のモデルの仕様については、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U- ズ 
をお使いのかたへ』を参照してください。 


MM 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シ U- ズのみ」な 
どのよラにを記します。 

• インターネット接続については、ブ□ードバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインスI-ールまたは本体の八ードディスクや付 
属の CD/DVD か日インスI-ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法び「大きいアイコン」または「ルさいアイコン」に 
なっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 
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KS T rademarks 

• Microsoft 、 Windows 、 Wi 


Windows Live 、 Windows Media 、 Aero 、 Excel . MSN . 


Outlook 、 SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標または商標です。 

その他記載されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテルは、ァメ U 力合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはそ 
のモ会社の商標、または登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な5びに登録商標です。 

• ATOK は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

• ATOKtt , 株式会社ジャストシステムの著作物であり、著作権、その他の権利は株式会社ジャ 
ストシステムおよび各権利ちに帰属します。 

• LaLaVoice 、 Confi 旨 Free は、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• SD □ゴは商標です。（ぶ夕!） 

• McAfee 、 マカフィーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の米国またはその他 
の国における登録商標または商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスター、ウイルスバスタークラウドはトレンドマイク□株式会 
社の登録商標です。 

• Java は 、 Oracle Corporation 及びそのモ会社、関連会社の米国及びその他の国における登 
録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• デジタルアーツ/□に ITAL ARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアー 


ツ株式会社の登録商標です。 

•「 Yahoo !」 は、 YahooHnc . の登録商標です。 

ヤフー株式会社は、これに関する権利を有しています。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づさ使用しています。 

• WiMAX は 、 WiMAX フォー ラムの商標です。 

• Skype . 関連商標および□ゴ、 「 S 」 記号は Skype Limited 社の商標です。 


本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 
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コプロセッサ （ CPU ) に関するごを意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使巧する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン巧アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目まとして、標高],000メートル （3, 280フィート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已 ° C ) の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使巧された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減日すための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

このほかの使巧制限事項につさましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


■ a 着作権について 

音楽、映像、コンピューター.プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使巧する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵書」 r 著作ち人格権侵書」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


■■リリース情報について 


ruu —ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報]を 
ク I 」ツクする 
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mm お願い 


• 本体の八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証はできません。 

• Windows 7 Starter 搭載のモデルでは 、 Windows 7 Home Premium に搭載の一部の機 
能 （Windows Aero インターフェース、 U モートメディアスト U - ミング、拡張表示など） 
はご利用になれません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順じ(外の方法で、パーティショ 
ンを変更-削除-追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれびあります。 

• 本体の八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インストー 
ルしたシステム (0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはま意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する L ソ外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有料です。またどち日の場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ I 」ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損書に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 

•本製品のセキュ U ティ□ック-ス□ットおよび接続するセキュ U ティケーブルは盗難を抑止 
するためのちのであり、万び一発生した盗難事故の被喜について、当社はいっさいの責任を 
負いません。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピューターを保護するためにも、常に 
最新の状態で使用する必要びあります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますび、90日間の使用制 
限びあります。90曰を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用 
でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規ヴー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関するま意事項』、 
Windows のセツトアップ時に表示されるライセンスを項およびエンドユーヴー使巧許諾契 
約書をお読みください。 
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• アプ u ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カノ （ U —を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ b かじめ行っていただくよラお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

詳細について『オンラインマニュアル』 


E ■[ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってください。 


Ed 環境依を文きについて 

環境依を文字とは、入力した文字を漢字へ変換するとさに表示される候補のち側に「環境依を 
文字」または r 環境依存文字 （ Unicode )」 と表示されるちのです。 


Q 


1 

2 

1 

1 

[半蜡辟 

[を]数字 

3 

① 

現巧巧巧文字 

4 

I 

巧巧な巧文字 

5 

i 

巧巧巧な文す 

6 

7 

青 

み 


读示例) 


ユーヴーアカウント名やフォルダー名に環境依を文字び含まれていると、ファイルの読み込み 
や保をなどび正常に動作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の文字列に環境依を文字び含まれていると、ファイル名び「？」など 
のよラに正しく表示されず、正常に動作しないことびあります。 

また、アプ U ケーシヨン上でファイルの編集中に入力した文字列に環境依を文字び含まれてい 
ると、作成したファイル上で正しく表示されないことびあります。 

このよラな場合には、環境依を文字を含まない文字列に変更してください。 

CD/DVD などの記録メディアにデータを書さ込むとさは、環境依を文字び含まれていないこ 
とをあ日かじめ確認してか5作業を行ってください。 
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■ パソコンの巧り巧い 

この章では、電源を入れる方法やパソコンの各部の名称について説明 
しています。 

また、メモリの取り付け/取りはずし、バッテリーパックの交換方法 
についても説明していまず。 

1使う前に確認する . 12 

2各部の名称-外観図- . 14 

3 Windows を使えるようにする . 18 

4 メモリの増設 . 40 

已バッテリーについて . 44 













ほ 3 巧に確認ずる 


■■おを開けたらまずはこれから 

■箱の中身の確認 

[dynabook **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品び 
そろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、 
東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

まち PC あんしんサポート『ま芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんヴポー 
卜にお問い合わせください。 

記載位置について r 本章已-团裏面刚 


B ちれずに巧って<ださい 

■はじめに 

ご使巧の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウエアに関するを意事項』、 
Windows のセツトアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契約 
書をお読みください。 


■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間に 
ついては保証書を確認してください）は東芝の無料修理ヴービスび受け b 
れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


■海が保証を受けるには 

ミ毎外で使用するときは r ミ毎外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) により、 
ミ毎外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項-を意事項の範囲内で修理 
サービスを 利用でさます。 

利用方法、保証の詳細は、『東芝 PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料 
修理規定を読んで、確認してください。 

■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （0 S ) としてマイク□ソフト社製の Windows び搭載されて 
います。この Windows にそれぞれ割り当て日れている管理番号を 「Product Key 」 といいます。 
Product Key はパソコン本体裏面に貼日れている Microsoft ® の 「 Cert げ icate of Authenticity 」 
といララべルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はでさません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社からの保守サービスび受けられなくなります。 


Alii |て田1しに感 

合' imn —)»«»■« 扫 iiaor, nMwasKJiafewfr. 


*a(.\j ： ra'3Pu»aa DM ) 。 


XII 2 日 s 田円での百田と. ILW の eg 占 【 iCia « に g け Egl 
«*1田け） * D 曲レ * T ( ILW につし1てな， W » S 1 立1—-扫1 
ffl eauft'si.y. , 1,。 

■ ■a て iR か J - I .•-ホ’.も > 1 — VI .' •:つに A リ I に！ r ■しでい* 
ご由 «〜' 占7五 ■ ui げ百.■曲 na 电 SS ご立； k の上' に 

_ _ 6 *し<だ 51 - 1 . 

■♦ご巧巧古る.住巧 . BBSS 



パソ n ンの取り扱い 



















D 使う前に確認する 


ga 最適な場所で使う 

人間にとつて住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 



it 


お明や曰巧が画面に 
反财しないよラにミ主意 
适度やおちにな意 


L 不ま巧な台の上にのせない I 




スピーカーなど 
巧気を発生する 
をのから這ざける 


平らでしつか y した台の上 
遇当なスぺースを空ける 
コンセントの巧< 
リラックスできる場巧 


inr 




inr 


巧の点にを意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やけびにつな 
びります。 

•温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットな 
どちパソコンを使用するときははずすよラにしまし よ ラ。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ日くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障喜を弓 I き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないよラに置きましよラ。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのちのです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



























































き部のち赖 

-龍図一 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや『オンラインマニュアル』を確認してください。 




夕'!•観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないものびあります。ご購入のモデルの仕様については 、 『dynabook * * * 

* (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』をお認してください。 



Web カメラ 


ディスプレイ 
む電源スイッチ 
ヒンジ 

*€3€セキュ U ティ□ック 
ス□ット 

盗難を抑止するためのセキュ I 」ティ 
ケーブルを接続でさます。 

セキュ U ティケーブルは、本製品に 
対応しているちのをご利用ください。 
詳しくは、販売店などに確認してくだ 
さい。 

II 電源コネクタ（ご P .20) 

品 LAN コネクタ 

ADSL モデムなどのネットワーク機器を 
接続します。 

通風孔- 

パソコン本体内部の熱を外部に逃びす 
ためのちのです。面さびないで < ださい， 

〇 RGB コネクタ 

外部ディスプレイと接続して、バソコンの 
映像を外部ディスプレイに表示します。 


この部分に無線 LAN アンテナ 、 Bluetooth 
アンテナ *1 び内蔵されています。 

* 1 Bluetooth 機能搭載モデルのみ 


ボード 



システムインジケーター 
OP . l 已） 

スピーカー 


ぶ》 プ U ッ ジメディアス□ット 

S □メモ1」カード、マルチメディア 
カードをセットします。 

スピーカー 


—I つヘッドホン出力端子 

へッドホンを接続します。 


な过'または辟 

マイク入力端子/オーディオ入力端子 

マイク n ホンまたはオーディオ機器を接続します。 

み争* 2 USB コネクタ 

US 巨対応機器を接続します。 


*2 設定を行ラと、パソコン本体の電源が入っていない状態でち、 US 巨コネクタか6外部機器に電源を供給す 
ることがでさます。 

USB の常時給電について『オンラインマニュアル』 



パソ n ンの取り扱い 
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Kfl 各部の名称一外観図一 


■■ システムインジケーター 

システムインジケーターは、点灯状態によって、パソコン本体びどのよラな動作をしているの 
かを知ることびでさます。 


♦^/□の 0 ( Y ) 

—n - n - n - Oh 


中/口 

DC IN/Battery LED 

電源コード接続の巧態やバッテ U —の状態 

P '；38 

(!) 

Power LED 

電源の状態 ^^ P .38 

白 

デバイスアクセス LED 

本体の八ードディスクやブ1」ッジメディアス□ット 
などにアクセスしている 

『オンラインマニュアル』 

(( f ) 

ワイヤレス 

コ S ユ ニケーシヨン LED 

無線通信機能（無線 LAN 機能/ WiMAX 機能 1 1/ 

日 luetooth 機能* 2 )の状態 

無線 LAN 、 Bluetooth について 
『オンラインマニュアル』 

WiMAX について 『 WiMAX ガイド』 


* 1 WiMAX 機能搭載モデルのみ 
*2 目 luetooth 機能搭載モデルのみ 
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パソ n ンの取り扱い 



















各部の名称 一外観図一 
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パソ n ンの取り扱い 
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Kfl 各部の名称ータ ■! ■観図一 



◎ メモ U ス□ツト （：> P .40) 

メモ1」を増設する場所でず。 


型まと製造番号 

ラベルに型番（機種名）と 
製造ま号び記載されています。 



ecu バツテ U - • IJ リースラツチ 
〇 P '4 已） 

バッテ U —バックをバソコン本体か5 
はずずときに使うラッチです。 


—口。 

バッテリー安全□ック 
( DP .45) 

バッテ U —バックびパソコン 
本体か5はずれないよ5に 
するためのスイツチです。 


—バッテ U - バック （：> P .44) 



■ 本製品の裏面について 

• 通風孔は、バソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのをのです。 

通風孔を通して外の空気を取り込んだり、内部の空気を排出したりすることでパソコン内部に熱 
びこをるのを防いでいます。 

通風孔をふさびないでください。 

通風孔の表面上のほこりは、やわらかい巧でふさ取ってください。通風孔の内部にほこりび入った 
ときは、保守サービスに点検を依頼してください。この場合、ち料となりまず。 

•本製品の裏面には、正規の Windows であることを証明する、 Microsoft ® のに ert げ icate of 
Authenticity 」 といララべルび貼ってあります。 

はびしたり巧したりしないでください。 

• 裏面にスピーカーびあるので、ク U ップなどのル物び入り込まないよラにま意してください。 

■ 機器への強い衝撃やが圧について 

•あらかじめ、 r 付録 D - 眶■■機器への強い衝撃やが圧について」を確認してください。 



























ウインドウズ 

Windows をほえるよ3にずる 


Windows セツトアツ 



初めて電源を入れたときは、 Windows のセットアップを行います。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

作業を始める前に、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特 
に電源コードや AC アダプターの取り扱いについて、ミち意事項を守ってください。 

■■ 操作の流れ 


パソコンの準備 


電源を入れてか5 


電源 コー ドと AC アダプターを 接続する 


電源を入れる 


国または地域を確認する 


ユーザー名とコンピューター名を入力する 


パスワードを入力する 


ライセンス条項に同意する 


Windows の保護の設定をする 


日付と時刻の設定を確認する 


セットアツプ完了 
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パソ n ンの取り扱い 



















且 Windows を使えるようにする 



セツトアップをするときのを意 


■ 周辺機器は接続しないでください 

•セットアップは AC アダプターと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しな 
いでください。また、購入をに追加で増設したメモ U を取りはずしてください。このとさ、パソ 
コン本体の電源を切ってから行ってください。 

機器の取りはずし『オンラインマニュアル』 


■ 途中で電源を切5ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コ- 
なり、修理び必要となることびあります。 


ドを抜くと、故障や起動でさない原因に 


■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

しばらくタッチバッドやキーボードを操作しないと、画面に表おされる内容び見えなくなる場合 
びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

もラー度表示するには、巨だ/ご]キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 

の キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power と） LED び点滅または消灯している場合は、 
電源スイッチを押してください。 

■ 無線通信機能が ON であるか確認してください 

• Windows セツトアップを始める前にワイヤレスコミュニケーシヨンに□び点なしていることを 
お認してください。 


電源 コー ドと AC アダプターを 接続ずる 


A 警告 


• AC アダプターは本製品に付属のをのを使用する 

本製品付属 L ソ外の AC アダプターを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なっているこ 
とびあるため、乂災•破裂-発熱のおそれびあります。 

•パソコン本体に AC アダプターを接続する場合、本書に記載してある順番を守って接続する 
順番を守日ないと、 AC アダプターの DC 出カプラグび帯電し、感電またはけびをする場 
合びあります。 

また、 AC アダプターのプラグをパソコン本体の電源コネクタじ(外の金属部分に触れない 
よラにしてください。 


A ミま意 


• 付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプタ ー Ji (かには使用しない 

付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプター専用です。 



パソ n ンの取り扱い 
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Q Windows を使えるようにする 


:欠の図の①一②^③の順で行ってください。 



I 接続すると _ 

システムインジケーターの DC IN/Battery 口 LED びオレンジ色に点灯し、バッテ U - 

への充電び自動的に始まります 。 DC IN / Batte「y ♦!/□ LED び緑色に点灯した日、充電完 
了です。 

DC IN/Battery *1/ 口 LED 「本節团-電源とバッテ U- に関する表示」 

房？ メモ _ 

• バッテ U - 充電中でもパソコンを使用することびできます。 

詳細について r オンラインマニュアル』 
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電源 コー ド、 AC アダプターの取り扱いについて 


あらかじめ、 r 付録 D ' 
ださい。 


電源 コー ド 、 AC アダプターの 取り扱いについて」をお語してく 


パソ n ンの取り扱い 










































且 Windows を使えるようにする 


B 電源を入れる 

本体液晶ディスプレイを開けるときは 

•本体液晶ディスプレイを開さ過ざるとヒンジ（手順0参照）に力びかかり、破損や故障の原因 
となります。ヒンジに無理な力び加わらないよラ開閉角度にま意してご使用ください。 


Q パソコンのディスプレイを開ける 

. ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 


個風部分には触れないようにしてください。 




パソ n ンの取り扱い 
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Q Windows を使えるようにする 


電源スイッチを押し、指をはなす 

確実に電源スイッチを巧してください。 Power む LED び緑色に点灯することを確認 
してください。 


ヒンジ 



電源スイッチ 


初めて電源を入れたとさは、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されるので、 
Windows のセットアップを行ってください。 



パソ n ンの取り扱い 
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2 




























且 Windows を使えるようにする 


KS Windows の七ットアップ 

セットアップには約] 〇〜20分かかります。 

メモ 


[ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、しばらく時間びかかります。また、モデルによつ 
ては必要なアプ U ケーシヨンをインス I ルしているメッセージ画面び表示される場合びありますび、 
この間に絶対に電源を切らないよラにしてください。 

Windows のセツトアップび完了するまで、音量の調節はできません。 


- V 3 没立つ操作集- 

ク U ックとは？ 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 
指の動をに合わせてディスプレイ上の「1^」（ポイ 
ンター）び動さます。 

目的の位置にポインターを合わせたあと、左ボタン 
を1回押ず操作を「クリック」といいます。 


タッチパッド 


をボタン 



ちボタン 


[国または地域]欄に旧本」と表示されていることを確認し、[次へ] 
ボタンをク U ックする 


レ ， • Windows の 12 ジトアシプ 


な Windows ? starter 


国またはな 《( c ); I 日す 


時巧と适 S の巧す (T): (B*) 


キーポードレイアウト(り ；I M にの soft IME 


TOSHIBA 


感 


Copyright © 2009 Microsoft Corporation. All rights reserved- 


。へが） ]1 


ユーヴー名とコンピューター名を入力する画面び表示されます。 



パソ n ンの取り扱い 




































Q Windows を使えるようにする 


巧の手順の前に「ユーザー名」とは 


ユーヴー名は、 Windows を使用しているユーヴーをパソコン側で識別するための名 
前です。 

次の手順では、管理ちユーヴーのユーヴー名を登録します。 

管理ちユーヴーとは、ネットワークやコンピューターを管理する権限を持つユーヴー 
のことです。複数のユーヴーで]台のパソコンを使用する場合、管理ちユーヴーは、 
ほかのユーヴーに巧して使用制限の設定ち行えます。 

管理ち LU 外のユーヴーは、 Windows のセットアップ後に登録できます。 

ユーザー名を入力する 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理ちユーヴーの名前を 
入力してください。 ユーザー名は、半角英数字で入力してください。 

「 I 」（カーソル）び表示されている位置か b 文字の入力びでさます。 



rdynabookj と人力するときは、キーボードで回凶 [/\/ J 囚团凶凶因と巧します。 

■ ユーザー名に使えない文字列 

ユーヴー名を入力するとさ、次の文字列を使用しないでください。 

CON 、 PRN 、 AUX 、 NU し COM] 、 COM2 、 COM3 、 COM4 、 COM 已、 
COM 己、 C0M7 、 C0M8 、 C0M9 、 LPT] 、 LPT2 、 LPT3 、 LPT4 、 LPT 已、 
LPT 己、 LPT7 、 LPT8 、 LPT 白、 @ 、（スペース） 

■キーを巧してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」（カーソル）び点滅しな 
びら表示されていることを確認してください。表示されている位置か日文字を入力で 
さます。表示されていないとさは、[ユーヴー名を入力してください]の下の欄をク U ッ 
クしてくださし、 
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且 Windows を使えるようにする 


■入力を間違えたときは 

入力を間違えたときは;欠の操作で文字を削除して、ちラー度入力しましよラ。 



力ーソルの左側の文字を削除する . [backspace I キーを巧す 

力ーソルのち側の文字を削除する . Id な I キーを巧す 

カーソルを左ちに動かすには、 W キーまたは W キーを巧します。 


コンピューターに名前をつけるのは、使巧するパソコンをほかのパソコンと区別する 
ためです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピューター名を入力する 

ユーヴー名を入力すると自動的に入力されます。 

変更する場合は、[コンピューター名を入力してください]と書いてある下の欄に、半 
角英数字で任意の文字列を入力してください。 半ち英数字 LU 外は使用しないでくださ 
い。 また、同じネットワークに接続する〕ンピューターとは別の名前にしてください。 


州 ndows の■ごットアンプ 


な. Windows ? starter 


巧しい ア n つント のユーザーをと.コンビユーターをネダトつーク上でまもするたののコン 
ピューター名を入力して<ださい. 


ユー ザーるを入力して<ださい（巧： JohnKU 卜 
dvnabMk i 


ュ ーター を を入力して < ださい (T): 


dynabook-PC 


TOSHIBA 


感 


Copyright © 2009 Microsoft Corpora 口 加. All rights reserved. 


巧べ… 


a [次へ]ボタンをクリックする 



パスワードを設定する画面び表示されます。 
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Q Windows を使えるようにする 


:夕の手順の前に「パスワード」 （ Windows □グオンパスワード）とは 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないよラにでさる、特定の 
文字列です。 

ここでは、 Windows を起動するときに入力しないと、 Windows を起動できないよう 
にするためのパスワードを設定します。これを 「 Windows □グオンパスワード」と 
呼びます。 



•パスワードを忘れると、 Windows を起動するためには、「リカバリー」という、購入 
時の状態に戻す処理をずるしか、方法びなくなってしまいます。その場合、購入をにパ 
ソコンに f 呆存したデータやアプ U ケーシヨンなどはすべて消失するので、パスワードは 
忘れないよラにしてください。 


パスワードを入力する 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパスワー 
ドとして設定したい文字を入力して < ださい。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定できます。8文字じ ( 
上で設定することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのままなの画面へ進むことちでさま 
すび、セキュ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 


W ‘ 


Windows の tZ ジトアジプ 


ユーザーアカウントの / U つードを設ぞします 

/〇つードを巧巧しておくことは、ユープーアカウントを第=ちからなまするためにち割な t 
キユリティ巧ミです，/〇 つー ドはをれないよラにしてください.また、メモなどに記«しに 
毎合は.ま全な巧巧に巧音してください. 


つードを入力してください（巧さ)巧)： 


乃スつードをちう一度入力してください瞄： 


イなつードのヒントを入カレてください化)； 


/ U つードを思いとすのに技なつ*垣サ這巧を入力してくだちい. 
じ?•つードを問适えたちをに、入力したヒントが表示されます. 


[ 


入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはでさま 
せん。入力し間違えてち画面ではわか日ないので、気をつけて入力してください。 
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Windows を使えるようにする 


パスワードをもう一度入力する 

[パスワードをちラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順 
した Windows □グオンパスワードを、もう一度入力してください。 


で入力 


I い,け Windows の它ジトアツプ 

ユーザーアカウントな VO つードをををします 

ifO つードを巧巧しておくことは、ユーザーアカウントを実；ちからなきするためにち劝な它 
キ ユリ テイ巧巧です. つー ドはちれなぃよラにしてくださぃ.また、メモなどに記《しに 
毎合は.ちをなち巧に巧菅してくださぃ. 

ノじ I つードを入力して<だすい（巧さ)巧)： 


/なつードをちう一度入力してくだミい瞄： 


イ a つードのヒントの入力（<^^)〇1): 


/ U つードを田いおすのに技なつ*活サを与を入力してくだちい. 
つードを問をえた項をに、入力したヒントが表示されます. 


—' 巡 


巧の手順の前に「パスワードのヒント」とは 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、あ日かじめ 
ヒントを設定しておくと、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 


パスワードのヒントを入力する 

[パスワードのヒントの入力]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはパス 
ワードを思い出せるよラなヒントを入力してください。 




Windows のたツトアップ 


ユーザーアカウントの t スワードを設をします 

スつードを巧巧しておくことは、ユーザーアカウントを萬=吾から巧塞するためにち巧な t 
キユリテイ巧巧です.ノ〇■つードはをれないよラにしてください.まに、メモなどに記》しに 
毎合は、ちまな毎巧に保宣レてください. 

J なつードを入力してください（巧異)狂)： 


> C スつードをちラー度入力して < ださい旧)： 


JtX つードのヒントの入力 (^)( H )： 


•ワードを思い化すのに役立っ#夏やを巧を入カレてくだちい. 
•つードを巧まえた毎合に、入力したヒントが表をすれます. 


V 
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Q Windows を使えるようにする 


[巧へ]ボタンをクリックする 




Windows の 1Z ダトアジプ 


ユ—ブ—アカウントのノでスワードを設定します 

•つードを巧庙レておくことは、ユーザーアカウントを案=舍から保養するためにち巧な t 
キユリテイ巧巧で子.ゾ〇つードはを打ないよラにしてください. また' メモなどに記 S レた 
毎合は、ちまな毎巧に巧盲してください. 

つードを入力してください（巧男) (£): 


バスつードをちラー度入力してください(区)： 


/なつードのヒントの入力 
子巧のころ m びを 


スつードを思い出すのに役ごっ》語や雷巧を入カレてください. 
JtT •つードをなををた毎合に、入力しにヒントが表示されます. 


||_«：へ(¢0 


回 


[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 

マイク□ソフトと東芝のライセンス条項の內容を確認し、それぞれの[ラ 
イセンス条項に同意します]の左にある□をクリックする 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
やコンピューターを使用することはでさません。 

表示されている条項文の続さを表示するには、画面のち側にある-ボタンをクリッ 
クします。 
r 

.1Windows の它ットアップ 
ライ t ンス条巧をお夏みになつてください 


マイクロソフトソフトウェアライ t ンスまち 
WIN[X)WS 7 STAR7IR SERVICE PACK 1 


3 


本マイクロソフトソフトウェアライ它ンスを項化 TF 「本ライ它ンス条項 J とし、 
います）は、わ吾待と W 下の当奉をとの窝巧を巧ぶします。 

已ライ t ンスを巧;こ同居レます (Windows を巧巧す5には同吉ザ必要) (A) 

巧ま会巧ままが巧おするソフトウェアをダウンロード、インストールまたは巧巧される- 
抑ここのェンドユーヴー巧巧許託資巧き(本留巧き）をなき深くわ読み下さい•いずれ a 
かのまちにご同きいただけない* i 合口3、まさ留コンピュー女ーモわボゆになった販壳 
店に、ごさ巧につレてご柏設下さい。 

エンド：!ーブー巧巧許託巧約吉 T 

內ライ它ンス爱巧;こ同ちします【つンビューターをを田す3にはち IS がぶ君) (L] ^ 


I 巧へか） ■ 


マイク□ソフトのライセンス条項 
に同意してください。 


I 東芝のライセンス条項に同意して 
<ださい。 


(表示例） 


をク U ックすると y になります。 
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且 Windows を使えるようにする 


[次へ]ボタンをクリックする 


g Windows の它ットァンプ 

ライ t ンス失巧をお窝みになつてください 


マイクロソフトソフトウエアライ t ンスまち 
WIN[>OWS 7 STARTIR SERVICE PACK 1 




本マイクロソフトソフトウェアライたンスを項 （JU 下「本ライたンス条項 J とし、 
いまず）は、おを待と W 下の当事をとの房巧を巧ぶします。 - 

图ライ它ンス美巧:こ同音します (Windows をを巧するには同忌ザぶ妄 )(A) 

巧ま会なまるが巧おするソフトウェアをタウンロード、インストールまたは®巧される> 
抑にのェンドユーヴー皮巧許諾質巧き(本窝巧き)をはき巧くわ寅み下さレ。レずれ a 
かのまちにご同きいただけない巧合には、まさ坦コンビューターをわボゆになった販责 
店に、ご巧巧についてご巧設下さい。 

エンド：!ーヴー棟巧許語資約ま f 

两ライたンスを巧;こ巧ちします（コンピユーターをを巧するには巧ちがぶ S)(L) 


||なへ凶 J 


读示例） 


[コンピューターの保護と Windows の機能の向上び自動的に行われるように設定して 
ください]画面び表示されます。 

[推奨設定を使用します]をクリックする 


.> Windows の它ットァッブ 

コシビユーターの保まと Windows のみ巧の向上が巨田めに巧ねれるように設をしてください 




巧吳設ちを巧用しまず(の 

重夏な丢巧ブ□クラムや巧呈の至巧プ□クラムをインストールしたり、イン々ーネット 
の巧篇をぶご安全にしたり、プシラインで P ■う夏の S 巧妄を巧密したウ. Microsoft tf 
Windows をな重するために位なてたりします. 


@重更な更巧ブログラムのみインストールします( I ) 




Windows 用のご丰ュリテイのま巧プ□クラムおよびその他のま妄な更巧プ□クラムの 
みインストールします. 


をで巧霞します (&) 

a 巧されるまで、このコンピユーターに t キユリテイの巧 S がるる巧をはがちります. 


二 r.rT’. こづ：-シ=：- 


7で i ミ巧 I きがを表 


ぶて 


巧異 IS 定を巧用するとき、または S 巧ブ□クラムをインストールするときに西ご，一巧の盾まが 
Miaosoft にを僅されます • を运さ打たな巧が、お客巧をま別したり、お客届に违瓷を巧ったり 
するためにを用されることはちりまだん • これちの設去ををで毎畑こするには、[ヘルプとサ 
ポート1で} t ま設定を離河にずる方法を任ちしてください • ブ亏イバクーーになする gs 明 


[日付と時刻の設定を確認します]画面が表示されます。 
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Q Windows を使えるようにする 


日付と時刻を確認する 

コンピューターの内蔵時計の日付と時刻び合っているかどラか、確認します。合って 
いない場合は、正しい内容に設定してください。 


.. Windows の 1 Z ジトァップ 
日付と持刻の設をを》弦します 


タイムソーン(之） 


Rutc + w ; 0 0) ス旧.ん巧、まを 


時効( I ): 


i Q ] 

I 14 : 


19 20 2122 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 1 


を。33:5柏 I 


《ベ N ) 


(表示例） 


[タイムゾーン]は、欄のちにある 
T をク U ックして、表示された 
地名か日 r 大阪、化幌、東京」を 
ク I 」ックしてください。 

年-月の左ちにある4または ► 
をク U ックすると、月ごとに順に 
表示び切り替わります。 

年-月を合わせてか日、該当する 
曰をク I 」ックしてください。 

時刻表示のちにある亡]または 
のをク U ックすると、順に数字 
び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してか b または [ Z ] をク I 」ッ 
クしてください。 


ぶすメモ 


曰付と時刻び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用 
期限のあるアプ U ケーションでは、アプリケーションの設定後から適用される使用期限など 
び、正しく計測されないことびあります。そのため、この時点で、曰付と時刻び合っている 
ことを必ず確認してください。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

日付と時刻の設定 [Windows ヘルプと サポート』 


V 
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且 Windows を使えるようにする 


[巧へ]ボタンをクリックする 


1^^ 、 Windows の iZ ダトアジプ 
日巧と巧巧の設’定を«泛します 
タイムソーン运） 


EuTC + 的;的）ス巧、札巧，ちを 


曰巧脚； 


時刻江)： 


2009¢7月 
义水乂 


日月义水乂まこ 
28 29 30 1 2 3 4 

5 6 ! 7] 8 9 10 11 

121314 15161716 
19 20 2122 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 1 



120； 33 5^胃 


II _«へ ( N ) 


读示例） 


[ワイヤレスネットワークへの接続]画面び表示された場合は、手順圧]に進んでく 
ださい。 

[ Windows で設定の最終処理を実行しています]画面び表示された場合は、手順 E 
に進んで < ださい。 

無線 LAN ①設定を省略するので、[スキップ]ボタンをクリックする 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セットアップ完了後に行えるので、 
ここでは省略した場合について説明します。 


jQj .» Windows の t ットアップ 

つイサレスネットワークへ江^ 

つイわレスネット つー クを iM 巧してください.つイわレスネット つー クの詳巧が打からないち 
合、このホ顺を含巧してをで実行することができます. 

[ a ] 是巧の盾妃こきを 

XXXXXXXX たキユリテイのを左が巧巧なネ、 ;I 卜つ一，巧 I— 

XXXXXXXX 它キユリテイの没主が巧効な子 ‘ ン ’ 卜つ一 . dflj jE| 

XXXXXXXX 它 : キユリテイの沒王がち巧なキジトつ一."が 

XXXXXXXX t キユリテイ (J ： ^ ザち巧むネ， .’ ：トフー - "W 

XXXXXXXX 它キユリテイのを壬が有巧なネットつ一 . 



读示例） 
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Windows を使えるようにする 


ユーザーの設定び準備される 

Windows セットアップび終了すると、コンピューター内にユーヴーの設定び用意さ 
れ、作業を完了するためにシステムび再起動します。 

しば日くお待ちください。 

Windows □グオンパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面に 
Windows □グオンパスワードを入力し、 I ENTER I キーを巧してください。 

Windows び起動します。 



(表示例） 


r 東芝サービスステーション」のメッセージび表示された場合は、巧の「本項 B 「東芝ヴー 
ビスステーション」について」を確認してください。 

於？ メモ 

• しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあり 
まず。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

ちラー度表示するには、区を/ご J キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 

信用り n キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power む LED び点滅または消なしている場合は、電源 
スイッチを押してください。 

•パソコンを起動するとさに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではあ 
りません。 
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且 Windows を使えるようにする 


ur ま泛ヴービスステーシヨン J について 

r 東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知日せを自動的に提 
供するためのソフトウェアです。じ(降の説明をお読みのラえ、 r 東芝サービスステーション」を 
使用して、本製品を最新の状態に保つことを強くおすすめします。 

このソフトウェアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。使用でさるよラに 
設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よくお読みください。 

メモ 

•「東芝サービスステーション」を使用するには、インターネットに接続でをる環境び必要です。 

•「ま芝サービスステーション」は、本製品に用意されているアプリケーション、ユーテイ U テイ、ドラ 
イパ'-や巨 IOS のうち、一部についてアップデートをお知らせしまず。「あなたの dynabook . com 」 や 
「 dynabook . com 」 の「よくある質問 FAQ 」 やウイルス■セキュ U テイ情報と 「Microsoft Update 」 
などをあわせてご利用 < ださい。 


設定方法 


r 東芝サービスステーション」を使用でさるよラに設定する方法は、次のとおりです。 

パソコン起動後、しば5くしてか5通知領域に表示されるメッセージを 
確認する 

メッセージ「東芝か日重要なお知日せびあります。ココを確認してください。」び表 
示されるので、このメッセージをク U ックしてください。 

または、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSH 旧 A ] 一 [サ 
ポート&|」カバ|」一]^ [サービスステーション]をク I 」ックしてください。 

初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使巧許諾書）び表おさ 
れます。 

內容を確認し、[同意する]ボタンをクリックする 


ち乏ヴービスステーシヨン 


まミサーピスステ'-シヨンのほ用 i 午薄吾 


5[ミサ-むステーンョンのこ利用じあを。て . 

備： 

本ソフトウ巧は、わミ穩のコンビュ-タイこ当なじよってブ W ンスト-ルミれをソフトウ巧のアップミ 
デ-卜、あるいは、お客様の]ンビュータイ:巧する当化からの穴切なわならせを、自か的に巧を 
す纖化を毎がします(巧巧設定では30日ことになまを巧いまちなま周巧は当なのサーパー 
が)の巧示じよ喊おれる巧さがあります)。この稱おがちタカになります t ：' 本のトウェアは、上 
記がま巧にモデルを、を宙、蜡器满がま号 ( UUID )、 言語‘ちき！?、お适ま号 、 PC 巧入をの是 
巧のを I 用巧始日時、 0 S のバージヨシ、アッブデ-卜、穴切なわからせのをモ原度、アクブデートの 
タウン□—ド席度、アップデートのインストール履歴などのシステムじ聞するを本 I 话巧を、当なの 
サ ー ;卜へ定娜うじ掛言します。本ソフトウェアじよ0わ客おの個人 I 话巧を巧たじリリちすることは 
がませんび、まさお客様を錄やほ守慨自などじより当なじわ客株ち巧をご运供いただい a 、 る 
巧さには、当化よりわぎ培へ乂切なわならせを巧到する'必里げある巧合や、サービスサボートの 
向上のためにそれらの情辄と輯'合する巧合びあります。(が主） 

システム' I き$15のわ巧り巧いについて： 

当けめ计 一 K 一けか言夕れを r れら/が/7子レは热は. 7—4 すィ\巧々巧流的わ计ボーレ巧が V , ■ 


( I 间意する I ) r 同ましません1 
r ? ~^ IT ほ屈-度责示します] 


读示例） 


使巧許諾書に同意すると、じ(降は、ソフトウェアのアップデートや当社か日のお知ら 
せを検出する機能び、パソコンを起動すると自動的に動作します。 
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Q Windows を使えるようにする 


I 巧。方法 _ 

■ソフトウェアのアップデートびある場合 

本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーティリティ、ドライバーや BIOS にアップデー 
卜びあることを検知すると、メッセージ rx 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新） 
びあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

■ 本製品に対するお知5せびある場合 

本製品に対する当社からのお知らせび準備されたことを検出すると、メッセージ「 X 件の新し 
いお知らせびあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知らせを確認したい場合は、[スタート]ボタ 
ン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ヴポート & U カバ U -] 一 [サー 
ビスステーション] をク U ックし、[すべてのアップデートを確認]をク U ックしてください。 

Windows セットアップが盗*7したら 
I 日付と時刻の巧認 _ 

日付と時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。 

正しく設定されているかどラか確認してください。 


A ゾ酵•が 2 DlX , ご; D 5 


正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 

I Windows 7でわか5ない操作びあつたと定 _ 

Windows 7の使いかたについては、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をク 
U ックして、 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』を参照してください。 

Windows 7の最新情報は次のホームページか日確認でさます。 

• Windows 7 について 

URL : http :// www . fnicrosoft . cofn / japan / winclows / clefault.mspx 

I Windows を最新のが態にする _ 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 

「Windows Update 」 について 『 Windows ヘルプとヴポート』 


パ取り扱い 
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且 Windows を使えるようにする 


リカバリーメディアの作成 


U カバ U —メディアを作成しておくことをおすすめします。 

U カバ U —メディアとは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入時の状態に復元 （ U カバ U -) 
するためのちのです。 

U カバリーメディアについて『オンラインマニュアル』 

なお、 U カバ U —メディアを使って実際に U カバ U —を行ラときは、操作の流れをよくご確認 
ください。 

U カバリーについて「3章買ったときの状態に戻すには」 


バックアップをとる 


作成したファイルを誤って削除してしまったり、突然のパソコンのトラブルによって保をした 
つ了ィ) レび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを DVD - R や US 日フラッシュメモ U などの記録 
メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 

一度なくしたデータを復旧することはできません。 

万び一のために、必ず定期的にノ（ックアップをとりましよう。 


2 


電源を切る 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。間違っ 
た操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ったりするおそれびあります。中断するとさは、 
それまでの作業をメモ I 」に保をして一時的に中断する「スリープ」びあります。 

スリープについて『オンラインマニュアル』 


A 警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。@ + @キー 
を巧して無線通信機能を0 FF に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に起動するような設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 


35 



パソ n ンの取り扱い 










Q Windows を使えるようにする 




電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存して<ださい。保存されていないデータは消失しまず。 

起動中のアプリケーションは終了してください。 

デバイスアクセス 0 LED び点灯中は、電源を切らないでください。データび消失するおそれび 
あります。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

B [スタート]ボタンをクリックする 
□ I 貨な 



[シャットダウン]をクリックする 


1 V すべてのブロクラム 


1ブ□グラムとフ7イ/レの巧ち p | 

r | 一' iU >| 

ち3@ ; 0 


Windows を終了したあと、パソ〕ンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると、 Power む LE 日び消灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切っ 
て < ださい。 

ディスプレイは静かに閉じてください。強く開じると衝撃でバソコン本体び故障する場合びあり 
ます。 

パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 


な 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにちラー度起動することを「再起動」といいます。パソコン 
の設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、なのよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)をクリックし、@にポインターを合わせる 
⑤ 表示されたメニューか5 [再起動]をクリックする 

メニューび表示されない場合は、 Ittj をク U ックしてください。 



パ取り扱い 
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且 Windows を使えるようにする 


3 


電源を入れる 


Windows セツトアップを終えたあとは、；欠の手順で電源を入れます。 




電源を入れる前に 


各ス□ットに記録メディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

プ U ンターなどの周辺機器を接続している場合は、バソコン本体より先に周辺機器の電源を入れ 
てください。 


電源スイッチを押し、指をはなす 

確実に電源スイッチを巧してください。 Power む LED び緑色に点灯することを確認 
してください。 



電源スイッチ 


各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 


おされます。パスワードを入力して RV 巧/?キーを巧してください。 


Windows び起動し、デスクトップ画面び表示されます。 


ぶずメモ 


' Windows のログオン画面ちに無線 LAN の接続状態をおすウィンドウび表示される場合びあります。 

無線 LAN インジケーターについて『オンラインマニュアル』 
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Q Windows を使えるようにする 


I 電源とバッテリーに関する表示 _ 

電源とバッテ U —の状態はシステムインジケーターの点灯状態で確認することびでさます。 
電源とバッテ U —に関係あるインジケーターとそれぞれの意味は;欠のとおりです。 



状態 

パソコン本体の状態 

DC IN/Battery * / 口 LED 

緑色の点灯 

AC アダプターを接続している 
(バッテ U - 充電完了） 

オレンジ色の点灯 

AC アダプターを接続している 
(バッテ U —充電中） 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

消灯 

AC アダプターを接続していない 

Power (1) LED 

緑色の点灯 

電源 ON 

オレンジ色の点滅 

ス1」ープ中 

消灯 

電源 OFF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、「4章 【I Q & A 集」を参照してください。 

メモ 


• しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあり 
まず。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

ちラー度表示するには、 I SHIFT I キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 

巧り吊の キーやタッチバッドでは復帰せず、 Power と）に D び点滅または消なしている場合は、電源 
スイッチを押して < ださい。 
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且 Windows を使えるようにする 



アル 


Windows び起動しているときに、『オンラインマニュアル』をパソコン画面上で見ることびで 
さます。 

『オンラインマニュアル』には、本製品の使用方法についての説明びより多く記載されています。 

I 起動方法_ 

デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン（ぉをダブル 
クリックする 

[Adobe Reader ] び起動し、『オンラインマニュアル』び表示されます。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したとさは、[使用許諾契約書]画面び表示されま 
す。契約内容をお読みのラえ、[同意する]ボタンをク U ックしてください。[同意する] 
ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用になれません。また、『オン 
ラインマニュアル』を見ることはできません。 



ぶすメモ 


『 dynabook ガイド（本書)』の内容ち、パソコンの画面上で見ることがでさます。東た PC 総合情報ヴ 
イト 「 dynabook.com ( http :// dynabook . com / pc/)J からダウン□—ドしてください。 
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タモリの増設 


メモ U ス□ットに取り付け日れているメモ U を増設メモ U (東芝製オプション）と付け換える 
ことびでさます。 

メモ I 」ス□ットは]つで、ご購入のモデルによって、あ日かじめ取り付け日れているメモ I 」の 
容量び異なります。取り付けることのでさるメモ I 」の容量は、 2 GB までです。 

メモ U を増設する場合は、取り付け日れているメモ U を取りはずし、 2 G 日の増設メモ U (東芝 
製オプション）と交換してください。増設メモ U は、 2 G 日のみです。 

取り付けることのできるメモ U については、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名） 
シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

モデルによっては、すでに最大容量のメモ U び取り付け日れている場合びあります。その場合は、 
増設でさません。 

メモリの取り付け/取りはずし作業び難しい場合は、お買い巧めの販売店などにご相談ください。 


A 警告 


•本夕中で説明されている部分(かは絶対に分解しない 

内部には高電圧部分び数多くあり、万び一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A ま意 




•ステープル、ク U ップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れない 

火災、感電の原因となります。万び 一、 機器内部に入った場合は、バッテ U - を取りはずし、 
電源を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

• メモ U の取り付け/取りはずしは、電源を切り、 AC アダプターのプラグを抜さ、バッテ U - 
パックを取りはずしてか5作業を行ラ 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後にメモ IJ の取り付け/取りはずしを行わない 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後30分 L ソ上たって 
から行ってください。 




メモリの増設の操作にあたって 


キズゃ破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本化を置いて作業を行ってく 
ださい。 

その他のを意事項については、あらかじめ「付録 D - K ■-メモリの増設の操作にあたって」 
を確認してください。 


増設メモ U は、東芝製オプションを使用してください。それじ(がのメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になったりする場合びあります。 
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D メモリの増設 


■■メモリを取り付ける 

ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバーを使用してください。 
「本節メモリを取りはずす J 



1 




データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた「本章0■巧]電源を切る」 

パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリーパックを取り 
はずす 

バッテ U — バックの取りはずし体章0バッテ U — につし、 て」 


メモリカバーのネジ2本をゆるめ①、カバーをはずす③ 



メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入する 



メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差し込 
みます。このとき、メモ U の両端（上図0で囲んだ部分）を持って差し込むよラに 
してください。 
























































D メモリの増設 


g 固定するまでメモリを倒す 

I 「カチッ」と音びする位置までメモ I 」を倒してください。 



メモリカバーをつけて①、手順 D でゆるめたネジ2本をとめる③ 



■ メモ I 」カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

巧 バッテリーパックを取り付ける 

国バッテ U — バックの取り付け「本章且パ'ッテ1」一について」 

I パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
H 施しいか確認してください。 

I メモ U 容量の確認について「本節 mm メモリ容量を確認する」 

D メモリを取りはずす 

ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバーを使用してください。 

データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた「本章0■巧]電源を切る」 

Q パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 


V 
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D メモリの増設 


|cl ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリーパックを取り 
はずす 


バッテ U - パックの取りはずし r 本章0バッテ U - につし、 て」 

Q メモリカバーの ネジ2本をゆるめ、 カバーを はずす 

T メモ I 」ス□ットの内部に異物び入らないよラにしてください。 

巧 メモリを固定している左ちのフックを開き①、メモリをパソコン本体か 
5取りはずす② 



B メモリカバーをつけて、手順【1でゆるめたネジ2本をとめる 

メモ I 」カバーび浮いていないことを確認してください。 

9 バッテリーパックを取り付ける 

バッテ U — バックの取り付け r 本章0バッテ U - について」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 



ソ 

□ 

ン 

の 

取 

D 

扱 

し、 


匪■メモリ客量を確認ずる 


メモ U 容量は r 東芝 PC 診断ツール」で確認することびでさます。 


□ 

□ 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべて①プ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[サポート&リカバリー] 一 [PC 診断ツール]をクリックする 

[基本情報]タブの[物理メモリ]①数値を確認する 
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パッテ y - にごいて 


パソコンは、バッテ U —パックを取り付けた状態で使用してください。 

本製品を初めて使用するとさは、 AC アダプターを接続してバッテ U —パックを充電してくだ 
さい。 

バッテ U —パックを充電すると、バッテ U —駆動 （ AC アダプターを接続しない状態）で使ラ 
ことびでさます。 

バッテ U - 駆動で使う場合は、あ日かじめバッテ U - パックの充電を完了（フル充電）させる 
か、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境 L ソ外でバッテ U - パックを使巧した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』に、バッテ U —パックを使用するとさの重要事項び記述され 
ています。バッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 

バッテ U —の充電量の確認や充電方法については『オンラインマニュアル』を参照してください。 


A 危険 

•パ'ッテ IJ - パックは、本製品に付属の製品を使用ずる 

寿命などで交換する場合は 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U — ズをお使い 
のかたへ』に記載されている、指定の東芝製バッテ U —をお買い巧めください。指定 L ソ外 
の製品は、電圧や端子の極性び異なっていることびあるため発熱、発火、破裂のおそれび 
あります。 

V _ J 


バッテリ-を使用するにあたって — 

•あらかじめ、 r 付録 Q - k ■バッテ U - につい口を確認してください。 
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0 バッテリーについて 


パッテリーパックを交換する 


バッテ U —パックの交換方法を説明します。 

バッテ U - パックの取り付け/取りはずしのときには、「ス U - プ」にするのではなく、必ず電 
源を切り、電源コードの電源プラグを巧いてか日作業を行ってください。 





バツテリーパックの交換にあたって 


キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってく 
ださい。 


取りはずし/取り付け 

データを保をし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた「本章0■巧]電源を切る」 

&パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 
巧ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 


パ 

ソ 

□ 

ン 

の 

取 

D 

扱 

し、 



バッテリー-リリースラツチをスライドしなび5①、八’ッテリーパック 
を取りはずす② 



—バッテ u —• リリースラツチ 
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0 バッテリーについて 


g 交換するバッテリーパックを、「カチッ」と音びするまで静かに差し込む 

I 新しいあるいは充電したバッテ U —パックを図のよラに差し込みます。 

I バッテ I 」一 • |」|」ースラッチび自動的にスライドして、「カチッ」といラ音びするま 
I でミ主意して差し込んで<ださい。 



g バッテリーち全□ックを、「カチッ」と音びするまで矢がの方向にスラ 
^イドする 

L バッテ U —パックびはずれないように、バッテ U -安全□ックは必ず行ってください。 




パソ n ンの取り扱い 


が 


















2 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明していまず。 


1システム環境の変更とは . 48 

2 BIOS セットアップを使う . 49 









システム垣境の愛更とは 



本製品は、次のよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーテイ U テイで変更するか、または日 IOS セッ 
トアップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 

各項目の詳細は、『オンラインマニュアル』を参照してください。 


シ 

之 

環 

境 

の 

変 

要 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

八ードウエア環境（パソコン本体）の設定 

r 東芝 HW セットアップ」 

パスワード 

セキユリ了ィの設定 

ユー ヴーパスワード 

r 東芝 HW セットアップ」 

スーパーパ'ィヴー 
パスワード 

「スーパーバイヴーノ（スワード ユー テイ U テイ」 

省電力の設定 

「電源オプション」 


BIOS セツトアップについては r 本章已 BIOS セツトアップを使う」をご覧ください。 
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BIOS セットアップをほ 3 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。 

次のような設定びできます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
• セキュ I 」ティの設定 
• 起動方法の設定 


ぶすメモ BIOS セットアップを使用する前のを意 


‘通常、システム構成の変更は Windows 上の「まち HW セットアッ刀、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャー」などで行ってください。 

「まち HW セットアップ」「電源オプション」について『オンラインマニュアル』 

「デバイスマネージャー」について 『 Windows ヘルプとサポート』 

I 使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 

I BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切っても消えません。しかし、時計用電池び消耗した場 
合は標準設定値に戻ります。 


1 


起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた「1章 H - 回電源を切る」 


口 電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間に应]キーを数回 
"押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して i ENTER 1 キーを巧してください。 

パスワードについて『オンラインマニュアル』 

日 IOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
Q をやり直してください。 
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システム環境の変更 


















B BIOS セツトアップを使う 


B 終了 

変更した内容を有効にして終了します。 


己 

自 


因または已キーを押して、[終了] メニューを表示する 
終了方法を選択する 

画面の指示に従って己 IOS セットアップを終了する 

Windows び起動します。 


mm 基本操作 ■ 

基本操作は;欠のとおりです。 


メニューを選択ずる 

1 卜 1 または 1 一] 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を還択する 

[ XI または( X ] 

画面中で反転している部分び現在変更でさる項目です。 

設定値を選択ずる/サブメニュー 
や設定値の一覧を表示する 

1 ENTER 1 

項目の内容を変更する 

1 SPACE 1 i 巧し \ F 6 \ 

設定内容を標準値にする 

回 

「デフォルト値を□ー ドしますか？」といラメッセージび表 
示されます。[はしりを還択し、 |f/V7R?| キーを巧してくだ 
さい。 

各種ノ（スワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、己 IOS セットアッ 
プを終了する 

\ F 10 1 

r 設定の変更を保をして終了しますか？」といラメッセージ 
び表示されます。保存する場合は[はしりを選択し、 

[ ENTER 悼一を巧してください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び超動します。 

保をしない場合は[いいえ]を遇択し、 IfA/rw 悼一を巧 
してくださし、。 

[終了] メニューを表示する 

\ ESC \ 

サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

己 IOS セットアップのヘルプを 

回 



システム環境の変更 




































具つたとをのが慮に戻ずには 

—リカパリ —— 


この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解決できないときに行う「リカバリー」について説明して 
います。リカバリーを行うことでシステムやアプリケーシヨンを購入 
時の状態に復元でさます。作成したデータなどび消去されますので、 
よく読んでか5行ってください。 


1バックアップをとる 

(Windows び起動しないとき） . 已2 

2リカバリーとは . 62 

3リカバリー=再セットアップをする . 68 

4リカバリーをしたあとは . 79 

已プレインスI-ールのアプリケーションを 

再インストールする . 82 













パックアップをとる 

( Windows び起動しないとき） 


保をしたファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによっ 
てファイルび使えなくなってしまラことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを USB フラッシュメモ U などの記録メディア 
にコピーしておくことをバックアップといいます。 


了 —夕 



消 


大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

本製品はなのよラな場合、スリープ、休止巧態び無効になり、本体内の記憶内容び変化し、 
失するおそれびあります。 

•誤った使いかたをしたとき 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

•長期間使っていなかったために、バッテリー（バッテ U —パック、時計用電池）の充電量び 
なくなったとさ 

•故障、修理、バッテ U —交換のとさ 

•バッテ U -駆動で使用しているときにバッテ U -パックを取りはずしたとき 
• メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクや記録メディアなどに保をした内容の損書 
については当社はいっさいその責任を負いませんので、あ日かじめご承知ください。 

ここでは、 Windows び起動しない状態でのバックアツプ方法について説明します。 


バックアップをとるにあたって 



あらかじめ、「付録 D - D バックアップについて」をお認してください。 
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買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


















D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


の 


ま芝ファイルレスキューについて 


r 東芝ファイルレスキュー」を使うと、 Windows び起動しなくても、データのバックアップ= 
救助（レスキュー）をすることびでさます。 

Windows び起動せず、 U カバ U —をしなくてはな日ない場合などは、「東芝ファイルレス 
キュー」を使って、あらかじめデータを救助しておいてください。 




データを救助するにあたって 


パソコンを人に譲るとさなどに、八ードディスクドライブの内容をすべて消去すると、「システム 
回復オプション」は消去され、 r ま芝ファイルレスキュー」は使用でさなくなりまず。 

その他のを意事項については、あらかじめ、 r 付録 n — ra r ま芝ファイルレスキュー」につ 
いて」をお認してください。 


データの救助用に使用でをる 記録 メディア 


r 東芝ファイルレスキュー」では、 gs 録メディアにデータの救助を行います。使用できる記録メ 
ディアは、なのとおりです。 

• USB 接続型などの外付け八ードディスクドライブ 

• USB フラッシュメモ I 」 

• CD/DVD (外付けの CD / DVD ドライブ（市販品）を使用） 


データを 救助する 


救助するデータの保を巧となる記録メディアをパソコンにセットする 

USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

USB 対応機器の場合『オンラインマニュアル』 

CD/DVD の場合 『 CD/DVD ドライブに付属の説明書』 


r 詳細ブートオプション」を起動する 

① 電源を入れる 

② 製品□ゴび表示された日、メニューび表示されるまで@キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して If / VKRl キー対甲してください。そのあとす 
ぐに、@キーを再び数回巧してください。 

「詳細ブートオプション」び表示されます。 


[コンピユーターの修復]を選択し、 

キーボードの還択画面び表示されます。 


面 vywl キーを押す 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—- 
























D バックアップをとる （Windows が起動しなし化き) 


3 [日本語]を選択し①、[巧へ]ボタンをクリックする② 



① 


⑤ 


□グオン画面び表示されます。 

ユーザー名を選択し①、 Windows □グオンパスワードを入力し⑨、 
[ OK ] ボタンをクリックする③ 

管理をユーヴーのアカウントで□グオンすることをおすすめします。 



① 

② 

③ 


■ 回復ツールの選択画面び表示されます。 

^ [TOSHIBA Recovery Tools ] をクリックする 



ツールの選択画面び表示されます。 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


54 














































D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


<ツ-ルの還が> 

ツールを選巧してください。 


し C TOSH 曲 A File Rescue J— 
デ-夕のあかを巧いまず。 


' TOSHIBA Recovery Wizard 

デ-如巧ま' 巧インストールを巧います。 


じホへ阳 > ] 卜 


.① 


.⑤ 


r 東芝ファイルレスキュー」び起動します。 


日 


r を責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、 
い、同意しまず。]を選択し⑨、[なへ]ボタンをクリックずる③ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 


東さフ r イルレス ta’ 

• 5 -' -1 , レ 



はじめに 


Iん191«れれ的 wwA n こ 


化 r がみに! A がのが； 

け amt 巧よ、け押 tr な？ C、 

け>で刀 KJj 巧.れウ上 OT ぺの•イ MW ♦ユ 
BM 化が S 化0が庄 I が托 、 TU ♦、/ 
my バ王が巧か16«戮りなかたけん 


1 な OuHt しバ ，^ 


かへ 


.① 

.② 

.③ 


[TOSHIBA File Rescue ] を選択し①、[次へ]ボタンをクリックす 
る② 



買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 


は 


5 
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D バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


3救助するデータを確認し①、[次へ]ボタンをクリックする② 

■ •何ちしないでじ欠へ]ボタンをク U ックすると、すべての ユー ヴ ーのユー ヴーデ ー 
I 夕を救助します。 

I ユーヴーデータとは、[コンピューター]-八ードディスクドライブ（じ）-[ユーヴ ー] 
I 内の各ユーヴー名のフォルダーに保をされるファイルやフォルダーです。「ユーヴー 
I 名」フォルダーにはアドレス帳やお気に入りなどのデータび保をされています。ユー 
I ヴーデータの内容は、陣ク助データの一覧]①で確認してください。 

I •救助するファイルやフォルダーを、任意に指定したし觸合は、「役立つ操作集」を 
I 剔胃してください。 


① 


—② 


^タミお立つ操作集- 

「救助するファイルやフォルタ‘一を任意に指定したい場合」 

救助ずるファイルやフォルダーを任意に指定ずるには、なのよラに操作してください。 

① 手順0で、[任意のファイルやフォルダーを手動で指定する]にチェックを付け、[次へ] 
ボタンをクリックする 

② 救助したいファイルやフォルダーにチェックを付け、[次へ]ボタンをク U ックする 
し U 降は、手順 GD から操作してください。 


救助するデータの大ささを計算している画面び表示される場合びあります。 
計算び完了すると、救助するデータの保を先を指定する画面び表示されます。 


V 


3保'，かな 


巧 tttt て 

救助データ 

ユ-，づ"巧"•けん巧 swei ■で<妨、 


BmI 

B 


■ 巧* ATf イが?**•で巧 


W る I 化へ 


♦むじ k 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 
























D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


救助データの保を巧を指定し①、[次へ]ボタンをクリックする③ 


* ホフ!•イルレス ta — 

■ 5 — 1 け.の n 鮮 '. r « け jm . jt . 


ス，ブブ 

1。じ.化 


2 巧れ 

4 KWJI 7 麻7 


ホ tt 巧て 

な巧ホの指定 


HUrf WXaAtMtn 巧 I 、 
nmi-wt-iX 

atW 夕れ M な S み酱 

ii« が一ぺけ ♦ 


X ■な。 


は g*々-« 

I ~~ ^| BEZSZQIP ~ 


W る かへ 


.① 


-⑤ 

读示例） 


外付け八ードディスクドライブまたは USB フラッシュメモ U の容量び足りない場合 
や、記録メディアを何ちセットしていない場合などは、ホい字でメッセージび表おさ 
れます。 

メッセージに従って、適切な記録メディアを還択してください。 

救助データの確認画面び表示されます。 

救助するデータと保を巧を確認し①、[実行]ボタンをクリックする② 


聚玉ゾ7イルレ义 ♦a— 

■玉-.マ： ..7?^ リ.の 


^ ちで -• た M ソで- •• V^T 

ス y サブ 

1 救巧データの確設 


ク巧れデーか Mfri , 

f fiJaf . w , R 


4 巧防饰 


' ^EB 

i. Ot%Jl 
m : .rjMOi 

m 

r が -* WWA 

p , いだ 


雇る でけ 


.① 


.⑤ 


データの救助を開始するメッセージび表示されます。 

[ OK ] ボタンをクリックする 

データの救助の進お状況を示す画面び表示されます。救助には、長時間かかることび 
あります。必ず電源コードを接続した状態でご利用ください。 

救助中は保を先の記録メディアを取りはずさないでください。 

データの救助び完了すると、完了画面び表示されます。 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ II 



























D バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


必要に応じて[救助結果]ボタンや[復元手順]ボタンをクリックし， 
最後に[完了]ボタンをクリックする 

•[救助結果]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で救助の結果を表示します。 
このとき、 ファイ J レび壊れているなどの理由で救助できなかつたデータびあると、 
そのファイル名の左にホい「 X 」び表示されます。 

•[復元手順]ボタンをク U ックすると、救助データを復元する手順を表示します。 


*5 ノ T イルレス♦ュ 


2枚が-; 

3。'，ホのザぶ 


冉 ffit ザ 

データ救巧完了 

す一 * Rnmnt f LA し t* 

I iniMA けた！ m/ て . かの(が 


むけ卜ンけん 


"MBA I 

* f-nttiuce 


完了 


[完了]ボタンをク I 」ックすると、電源び切れます。 

引き続き、 U カバ U —を行ラ場合は r 本章已」じ(降を参照してください。 

標準ユーヴーのアカウントでデータを復元するとさは管理ちユーヴーの認証び必要に 
なりますので、リカバリーをしたあとは、必ず Windows セットアップで Windows 
□グオンパスワードを設定して<ださい。 

Windows セットアップ「1章 Q-FTI-EB Windows のセットアップ」 


〇救助したデータを復元する 

「東芝ファイルレスキュー」で救助したデータの復元方法は、巧のとおりです。 

H パソコンの電源を入れ、 Windows を起動する 

このとき、データを復元したいユーヴーアカウントで□グオンしてください。 


百 


データを保巧した記録メディアをパソコンにセットする 

[スタート]ボタン（@)一 [コンピユーター]をクリックし、記録 
メディアのドライブのアイコンをダブルクリックする 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 
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D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


田 riFRescueJ ファイルをダブルクリックずる 


& — ► 3ンピ a—♦ • IJ ムーバブル f イスクげ:） 




標準ユーヴーのアカウントで復元プ□グラムを実行するとさは、管理者ユーヴーの認 
証び必要です。 

セットした記録メディアに、救助したファイルび複数を在する場合は、手順0へ進 
んでください。 

救助したファイルび]つの場合は、手順0へ進んでください。 

復元するファイルを選択し①、 [0 K ] ボタンをクリックする② 

ファイルの名称は、 FTsaU のあとび、年号/月日/時分秒を示す数字となっています。 
これは、救助を行った日時ですので、よく確認して復元したいファイルを選択してく 
ださい。 


ち乏フアイ J レレスキユー 




ほ元するファイルを这巧してください。 


=; 巧 Sal200 妨 630201100 


.① 


.⑤ 


[よラこそ]画面び表示されます。 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ II 


































D バックアップをとる （ Windows が起動しなし化き) 


「免責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、[は 
い、同意します。]を選択し⑨、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 
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復元データを指定する画面び表示された場合は手順〇へ進んでください。 

復元データを確認する画面び表示された場合は手順13へ進んでください。 

復元したいユーザーデータを選択し①、[巧へ]ボタンをクリックする② 


« ISTy イルレス♦•ユ 
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復元データの確認画面び表示されます。 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


0 

































バックアップをとる （Windows が起動しなし、とき) 


復元するデータを確認し①、[実行]ボタンをクリックする③ 


. 157^イルレス♦ユ • 
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東まフ7イルレスキュー 
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反る 


実巧 


.② 



メッセージび表示されます。 

[ OK ] ボタンをクリックする 

データ復元の進が状況を示す画面び表示されます。 

復元び完了すると、データ復元完了の画面び表示されます。 

必要に応じて[復元結果]ボタンをクリックし、最後に[完了]ボタン 
をクリックする 

[復元結ま]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で復元結果を表示します。 

パソコンの八ードディスク内のどこに復元されたかを確認することびでさます。 


n 157^イルレス *3- 




東さフ7イルレスキユー 

イ . ご 一*■': •.一 *!«： •'でザ-夕 « PCAghTi _ 



••放 

データ復元完了 

デ - W ■を flITL* 从 . 

'« が斯 ♦ た / Wftt. 


U . 在 


完了 


ぷ-ミ メモ 復元データ 


• 復元データと同じファイルび復元先にある場合、復元データのファイル名の先頭に L (アンダーバー)」 
び付さます。 

•ユーヴーデータし U 外の任意のファイルやフォルダーを救助して復元した場合、なの場所に保存されます。 
■救助時に八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータ 
；「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダー] ¥C」 の中 
■救助時に八ードディスクドライブ （□:) に保存されていたデータ 
；「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダー] ¥D」 の中 




買つたとさの状態に戻すには—リカバリ II 



























2 1 y カバ y — とは 
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リカバリー（再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!-ールした 
アプリケーション、現在の設定などをすべて削除し、ちラー度ご購入時の状態に復元する作業 
です。八ードディスクドライブ内に保をされているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイ 
ル、メールやアプ U ケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメー 
ルの設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定して 
いない巧態になります。 

一度 U カバ U —を始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることびでさません。 

U カバ U —には時間びかかりますので、時間のを格をちって行ってください。 

八ードディスクドライブか日の I 」カバ I 」一には、約2〜2.已時間かかります。 I 」カバ I 」ーメディ 
アか日のリカバリーは、さ日に]時間程度長くかかります。 

なのよラな場合で、どラしてち改善する方法びないとさに U カバ U —をしてください。 
•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクドライブにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調子びおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
•東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、 n 」 カバ U —び必要」と診断された 

* 1ウイルスチェックソフトび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場 
合びあります。 


I 

IJ 

力 

パ 

IJ 



• 市販のソフトウエアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、 U カバ U - びでをなくなる 
ことびあります。 


メモ 

•リカバリーは、ユーヴー権限にかかわらず、誰でも実行でさます。誤ってほかの人に1」カバ1」一を実行 
されないよラ、ユーヴーパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーザーパスワード『オンラインマニュアル』 

• 購入時にプレインス I -ールされていたアプ U ケーシヨンやドライバーを誤って削除してしまった場合 
は、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 

を行ラことをおずすめします。 

「本章0プレインストールのアプ U ケーシヨンを再インストールする」 

それでも解消でをない場合に U カバ U - を行ってください。 
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且 u カバリーとは 


リカバリーをする前に確認すること 


ノ（ソコンの動作びおかしいと感じたとさ、なの方法を実行してみてください。 U カノ （ U —をし 
なくてち、状態び改善される場合びあります。次の方法をすべて試してみてち状態び改善され 
ない場合に、 U カバ U —を実行してください。 


I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 


ウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどラかを確認してください。 
ウイルスび検出されたら、ウイルスチェックソフトで駆除できます。その際、ウイルス定義ファ 
イル（パターンファイル）は、最新のちのに更新しておいてください。 

場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスちあります。そのときは、 
U カバ I 」一を実行してください。 


I セーフモードで起動でをるか実行してみる _ 

Windows び起動できないときは、次のように実行してみてください。 


QI 電源を入れる 



製品□ゴび表示された5、メニューび表示されるまで应]キーを数回押 
す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して医胃固キーを巧してください。そのあとすぐに、 
@キーを再び数回巧してください。 

メニューび表示されたら、[セーフモード]を選択し、店馬を可キーを押す 


最低限の機能で Windows を起動させることびでさます。これで起動でさた場合は、リカバリー 
をする前に東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 
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B リカ八’リーとは 


パソコンの調子びおかしいと思ったときは、「4章 n Q & A 集」や、『オンラインマニュアル』 
を確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

また、「4章已システム回復オプションについて」で、 Windows び正常に起動しなくなった 
場合に使用する「システム回復オプション」の説明をしています。 

それでち解消できないときに、 I 」カバ U —をしてください。 

I システムの復元でな前のが態に復元する _ 

「システムの復元」は、パソコンに問題び発生したときに、個人巧のデータを失わずにパソコン 
を iU 前の状態に復元するための機能です。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 
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圓周辺機器をすべて取りはずし、再度巧認する 

メモ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障喜の原因となっている場合び 
あります。それ 日を 取りはずしてか 日、 再起動して、動作を確認してみてください。また、電 
源関連のトラブルの場合は、バッテ U —をいったん取りはずし、再度取り付けてか 日 起動し直 
してみてください。 

機器の取りはずし『オンラインマニュアル』 

I ほかのトラブル解消方法を探す 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 






且 u カバリーとは 


2 


リカバリー（再セットアップ）の流れ 


U カバ U —をする場合は、巧のよラな流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 


r 本章 【I バックアップをとる」 


リカバリー(画面の指示に従い、 Windows セットアップまで行います） 


リカバリ -( 即ツトアップ） 陽瓜 f プ若;: 


Windows のセツトアップ 


固承 n 章日-の - Efl 

Windows のセットアップ」 


リカバリー後、必要に応じて行ってください。 


周辺機器の接続 


『オンラインマニュアル』 
『各機器に付属の説明書』 




インターネットなどの設定 


『オンラインマニュアル』 




ウイルス対策ソフトの設定と更新 


『ウイルスソフトのヘルプ』 


Windows Update 


[ Windows ヘルプとサポート』 


データの 復元 


「本章□■回バックアップ 
しておいたデータを復元ずる」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 


5 

6 
















B リカ八’リーとは 


U カバ U —をすると、購入後に作成したデータやインストールしたアプ U ケーシヨンなど、八一 
ドディスクドライブに保存していた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデー 
夕は削除されますので、可能な場合は、記録メディア （ C 日/ DVD や USB フラッシュメモ U 
など）にバックアップをとってください。 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などの データ 

• 購入後にデスクトップに保ちしたデータ 
• Microsoft Int 乱 net Explorer の[お気に入り]のデータ 
• メール送受信データ 
•メールアドレス帳 

• プレインス I ルされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
• 購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンのデータ 
• 購入後に作成したフォルダーとファイル 

また、 U カバ U —後ち現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておい 
てください。 

ただし、八ードディスクドライブをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、 
電源を入れてちシステムび起動しなくなってか日では、バックアップをとることびでさません。 
また、 U カバ U —を行ってち、八ードディスクドライブに保存されていたデータは復元でさま 
せん。 

メール送受信データ、メールアドレス帳のバックアップについて 
『メールソフトに付属の説明書』 

■ システムが起動しない場合 

r 東芝ファイルレスキュー」を使って、データのバックアップびできる場合びあります。 

ま芝ファイルレスキュー「本章 n - m まちファイルレスキューについて」 


3 


リカバリーをはじめる前にしておくこと 


U カバ U - をはじめる前に、なの準備と確認を行つてください。 




準備するをの 


I 『 dynabook ガイド』（本書） 

' 巻末の U カバ I 」ーチェックシートをコピーしたちの 

I U カバ U - メディア（あ日かじめ作成してある U カバ U - メディアか日 U カバ U - する場合) 
DVD の1」カバ U —メディアを使用する場合、が付けの DVD ドライブ（巿販品）びお要です。 


化要なデータの/ V ツクアツプをとる 


買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


が 








且リカバリーとは 


I アプ IJ ケーシヨンのセットアップ用記録メディアを確認する 

購入後に追加でインス I -ールしたアプ U ケーシヨン、プ U ンターなどの周辺機器のドライバー 
は、 U カバ U —後に再度インス!-ールする必要びあります。これ日をインス!-ールするための 
記録メディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、 I □番号などび必要です。あ日かじめ確認してください。 


I 各種設定を確認する 


インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモ 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有料で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それらの番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ I 」ケーシヨンのヘルプやお問し^合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節する _ 

U カバ U - 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あ日かじめ、 
丙の+百]または丙の + W キーで音量を調節してください。丙の+ 1 ESC I キーを使って、本 
体のスピーカーやヘッドホンの音量をミュート（消音）にしている場合は、もぅ一度网+ 
店^キーを巧して元に戻しておいてください。 

I 無線通信機能び ON であるか確認する _ 

無線通信機能び ON であることを確認してください。 

ON になっていなし觸合は、画+回キーを巧して、無線通信機能を ON にしてください。 

I 周辺機器や増設メモリを取りはずす _ 

プリンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは取りはずしてください。また、購入後に 
追加で増設したメモ U ち取りはずしてください。このとさ、パソコン本体の電源を切ってか日 
行ってください。 

機器の取りはずし『オンラインマニュアル』 
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リカパリー = 再 セッ トアップをずる 


本製品を U カバ U —する方法について説明します。 

リカバリーは、ユーヴー権限にかかわ日ず、誰でち実行でさます。 


の 


い<つかあるリカバリー方ミ去 


リカバリーには、なの方法びあります。 

•八ードディスクドライブか日 I 」カバ I 」一をする 
• U カバ I 」ーメディアか日 U カバ I 」一をする 

通常は八ードディスクドライブか日 U カバ U —をしてください。 

U カバ U -メディアか日の U カバ U - は、八ードディスクドライブのリカバリー（再セツトアツ 
つ) ツール（システムを復元するためのもの）を消してしまったり、八ードディスクドライブ 
か日 U カバ U —びでさなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U —メディアは、あ日かじめ作成しておく必要びあります。 

U カバリーメディアの作成『オンラインマニュアル』 

I リカバリーメニューについて _ 

なのメニューのなかか日 U カバ U —方法を選択することびでさます。あ日かじめ U カバ U —方 
法をみめておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

ハードディスクドライブをパソコンを購入したときの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時の状態に復元します。購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

現状のノ（ーティションの構造を保ったままシステムを復元します。八ードディスクドライブ(じ） 
に保存されていたデータは消去され、購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をさ 
れていたデータはそのまま残ります。ただし、 BIOS 情報やコンピューターウイルスなどの影 
響でデータび壊れている場合、八ードディスクドライブ（じ） L ソ外の領域にあるデータび使え 
ないことびあります。 

■パーテイシヨンヴイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元します。八ードディスクドライブ（じ） 
じ(外の八ードディスクドライブのパーティションは消去されるため、 U カバ U —後、パーティ 
シヨンの再設定び必要です。購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 


ぶ^ メモ 


•どのメニューを選択しても、八ードディスクドライブ（巳:）には購入時と同じシステムび復元されます。 
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買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 







Q リカバリー = 再セツトアップをする 


ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

パソコンの電源を切る 

AC アダプターと 電源 コー ドを接続する 

キーボードの匹](ゼロ）キー（かな入力のを]キー）を押しなび5電 
源スイッチを押し、製品□ゴび表示された5指をはなす 

電源スイッチの巧しかた ri 章0■巧]電源を入れる」 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 


示されます。パスワードを入力して IfA /7 の?"! キーを巧してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

■ [復元方法の選択]画面び表示されます。 

巧 [初期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ]ボタ 
ンをクリックする② 


<復元方法の還が> 

お元で;去を還巧してください。 


’ミり期インストールソフトウェアの復元 I - 

ネリ巧インストールソ]トウエアを误元しまず。 


’八ードディスウ上の全データの;肖去 

A -ドディスウ上の全デ-夕を;肖去しまず。 


.① 


じ巧へ化ぃ]卜 


.③ 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または讓渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八 ー ドディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、リカバリーツールの領域！;(外のすべてのデータが削除されます。 

「4章 Q - B 八ードディスクドライプの内容をすべて消去する」 
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2 


八ードディスクドライブか6リカバリーをする 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—, 


曰回 






























[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ]ポ 
タンをクリックする② 


① 


② 


ほかのメニューを遇択する場合については、巧を参照してください。 

• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .72 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .72 

• [パーティションサイズを変更せずに復元]の意味と動作 

すでに八ードディスクドライブの領域を分割している場合などに使用します。八一 
ドディスクドライブ（じ）び U カバ U —され、それじ(外の領域のデータはそのまま 
残ります。 

八ードディスクドライブ（じ）に 
あたる領域は、作成したデータ、 
設定した項目、インストールした 
アプリケーションなどがすべて消 
去され、ご購入時のシステムやア 
プリケーションが復元された状態 
になります。 

(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の例） 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラ ><ッセージが表おさ 
れます。 


リカパ‘リー 


f - - 



__ン乂ァ公四イ呈 

オプション領域 



ドライブ(じ）- 

、 一 


作成テータ* 
設定は消去 

ドつイブ ( D ( E 、 F ...):) ■ 


作成データは 
保持 


^^^^^ 



<巧巧インストールソ：ルウ:!:アの復元> 
復元ずる宿成を選巧してください。 


广ご目育入時のが態に復元(システム回復オブシヨンあ 0) 


(口 1/户テ仿ヨン—サイズを愛巧をずた復元 i y 


r パーテイシヨンサイブをお定して復元 


HDD ® サイ ； C : r : GB 

。巧パのサイズ：「於：成'.. - 

<原)ほ)|£巧へ邮> 11 


回 


• U カバ I 」ーツールとシステム回復オプションの領域び確保されているため、八ードディスク 
ドライブの1日日％を使用することはできません。 
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Q リカバリー=再セットアップをする 


モ 

X 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


V 



































Q リカバリー = 再セツトアップをする 


[巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 


<巧期インスト-ルソフトウ I アの復元> 
準橘やでず。 


バ-テイシヨンを巧巧化してしなず。しぱらくお待ちください。 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 


ノ乂卜-ルソ J トウI則)宙化> 

•佩、り 


リか!リやでず•レ的くわ巧ちください， 


j i . り 

X'xm 




復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、[しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 

ここか日次の手順の [ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、約]〜1.已 
時間かかります。この間、メッセージび表示されたり、システムび自動的に再起動し 
たりしますび、何ち操作する必要はありません。 [ Windows のセットアップ]画面び 
表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切らないで<ださい。 

^ Windows ①セットアップを巧う 

■ 詳細について n 章且 -m-KM Windows のセットアップ」 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 





















Q リカバリー = 再セツトアップをする 


その他のリカバリーメニューについて 


r 本節回八ードディスクドライブか日 U カバ U - をする」の手順回の[初期インス!ル 
ソフトウェアの復元]画面の、[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]じ(外のメニューの意 
味と動作は;欠のよラになります。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したとさの状態り（ーティシヨンび2個の状態）に戻します。 


リカバリー 


ドライブ(じ） 


. システム回復 
オプション領域 


作成データ. 
I 設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス!-ール 
したアプ U ケーシヨンなどびすべて消去され、 
ご購入時のパーテイシヨン、システム、アプ I 」 
ケーシヨンび復元された状態になります。 


^ _ドライブ ( D :) 了 

手順0では、[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]をチェックして炊へ] 
ボタンをク U ックしてください。「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッ 
セージび表示されます。 


■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ） L ソ外の領域区分（パーティション）は消去され、 ] つの 領域に 
なります。この領域はそのままではドライブとして認識されず、使用することはできません。 
U カバ U —後、「コント□ールパネル」の「ディスクの管理」か日再設定を行ラと、再びドライ 
ブとして使用でさるよラになります。 

ディスクの管理「本章 □-[!] バーティションを変更して U カバリーをした場合」 

U カバ U —を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーションな 
どびすべて消去され、ご購入時のシステムやアプ U ケーションび復元された状態になります。 




リカバリー 


システム回復 
オプション領域 

-— I —- 


ドライブ(じ) 



作成データ’ 
設定は消去 


ドライブ(じ)の 
サイズ変更が 
でさる節囲 


システム回復 
オプション領域 



I 消去された領域^ 


リカバリー後、 
パーテイシヨンの 
再設定び必要 


手順0では次の操作を行ってください。 

①[ノ（ーティシヨンサイズを指定して復元]をチェックする 

③に：ドライブのサイズ]で _ J _ J をク U ックしてパーティシヨン（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 
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買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


























Q リカバリー = 再セツトアップをする 


3 


リカバリーメディアか6リカバリーをする 


U カバ U —メディアは、あ日かじめ作成しておく必要びあります。 

U カバリーメディアの作成『オンラインマニュアル』 

DVD の U カバ U - メディアで U カバ U - する場合は、あ日かじめ外付けの DVD ドライブ（市 
販品）を接続してください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

AC アダプターと 電源 コー ドを接続する 

リカバリーメディアをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「ディスク]」か日セットしてください。 
USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

USB フラッシュメモ U の場合『オンラインマニュアル』 

CD / DVD の場合 『 DVD ドライプに付属の説明書』 


電源スイッチを巧し、製品□ゴび表示されている間にと过キーを数回 
押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して医をを司キーを巧してください。 

電源スイッチの巧しかた「1章0•巧]電源を入れる」 

m または( XI キーで起動ドライブを選択ずる 

U カバ U - メディアび DVD の場合はドライブを示す項目 （[ ODD ] など)、 U カバ U - 
メディアび USB フラッシュメモ U の場合は USB フラッシュメモ U を示す項目 
([ USB ] など）を選択し、 ifA / KRi キーを巧してください。 

■「 TOSH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを還択 
する画面が表示された場合 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、[なへ]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

「システム回復オプション」には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブ 
ルやデータ保護に対応したメニューび用意されています。 

詳しくは、「4章已システム回復オプションについて」を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 




















Q リカバリー = 再セツトアップをする 


[初期インス! -- ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ]ボタ 
ンをクリックする② 


<復元方法の還が> 

度 S 方法を還折して < ださ U。 


m 期インスト—ル y つ卜017の废 i 1- 

初期インスト-ルソ]トウび S 度モします。 


' ドディスウ上のをデー S の i 肖ち 

A -ドディスウ上のをデ-巧；目ちしまず， 


じ次へ化ぃ]卜 


.① 


.② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、すべてのデータび削除されます。 

「4章 Q - B 八ードディスクドライプの内容をすべて消去する」 

[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ]ボ 
タンをクリックする⑨ 


<巧巧インスト-ルソフトウ I アの復元> 
復元ずる巧巧を還択してください。 


r ご巧入時のがおに復元〔システム回復オブシヨンあの 


P 對-テイシむサイずを聚でせずにな元！ 


’パ-テイシヨンサイブを巧定して復元 


HDD のサイプ：な GB 
。ドライブのサイプ；I - 自 GB r 


:戻る曲 


，り次へ曲ぃ]卜 


.① 


.⑤ 


ほかのメニューを選択する場合については、なを参照してください。 

• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .77 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .77 



買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 


4 

7 








































Q リカバリー = 再セツトアップをする 



• [パーティシヨンサイズを変更せずに復元]の意味と動作 

すでに八ードディスクドライブの領域を分割している場合などに使用します。八一 
ドディスクドライブ（じ）び U カバ U —され、それじ(外の領域のデータはそのまま 
残ります。 

八ードディスクドライブ（じ）にあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、 
インス I -ールしたアプ I 」ケーシヨンなどびすべて消'去され、ご購入時のシステムや 
アプリケーシヨンび復元された状態になります。 



(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の例） 

r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表示さ 
れます。 

打！ メモ 

• U カバ U —ツールとシステム回復オプションの領域びおなされているため、八ードディスク 
ドライブの100%を使用することびできません。 



貝 

二) 

た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


[次へ]ボタンをクリックする も 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 ノ（ 

U 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい I 
ます。しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 ' 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


巧 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 


<初斯イン A 卜-ル'ノ外ウ I アの宙化> 
•巧バリ 


リか!リやで夕，レがくかれください， 


运 XX XX XX 

ななゴ X 




<巧斯^ン乂卜-ルソ外ウ I アの宙 化> 

けリ,1ルのれ A 


: w ：>7 イ M け巧レで t 々す•レ於くかれ巧な、 


な;化な 
な•化な 




* 最初に[コピーしています。]画面び表おされる場合びあります。長い時間表おされる場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カノ （U —メディアび複数枚ある場合は、メディアを入れ替えるメッセージび表示さ 
れ、ディスクトレイび開きます。メディアの番号順に入れ替え、のロボタンをクリッ 
クしてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

リカバリーメディアの種類によりなの操作を行う 

■ DVD の場合 

①[終了]ボタンをク U ックする 
自動的にディスクトレイび開さます。 

③ U カバ U - メディアを取り出す 

■ USB フラッシユメモリの場合 

① USB フラッシュメモ U を取りはずす 

② [終了]ボタンをク U ックする 

システムび再起動し、[しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 

ここか日;欠の手順の [ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、約]〜].已 
時間かかります。この間、メッセージび表示されたり、システムび自動的に再起動し 
たりしますび、何も操作する必要はありません。 [ Windows のセットアッス画面び 
表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切らないで<ださい。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について n 章0 - m - MM Windows のセットアップ」 



買つたとさの状態に戻すにはー リカバリ- 


6 

7 

















Q リカバリー = 再セツトアップをする 


体節团 U カバ U - メディアか日 U カバ U - をする」の手順□の[初期インストールソフ 
トウエアの復元]画面の、[パーティションサイズを変更せずに復元] L ソ外のメニューの意味と 
動作は次のようになります。 


■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

バソコンを購入したときの状態り（ーテイシヨンび2個の状態）に戻します。 


リカパリー 


リカバリーメディア 



一 一 

一 

一 

一 

一 一 

ドライブに:）， 

、 一 

ドラィブ做 J 


システム回復 
オプション領域 


I 作成:7■—夕’ 


作成したデータ、設定した項目、イン 
ス I -ールしたアプ I 」ケーシヨンなどび 
すべて消去され、ご購入時のパーティ 
シヨン、システム、アプリケーション 


I び復元された状態になります。 



リカバリ- 
ツールの 復元 t 


手順0では、[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]をチェックして炊へ] 
ボタンをク U ックしてください。 r 八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッ 
セージび表示されます。 

■パーティシヨンヴイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）と U カバ I 」ーツールの領域 
は消去され、 ] つの領域になります。この領域はそのままではドライブとして認識されず、使 
用することはできません。 U カバ U - 後、「コント□-ルパネル」の「ディスクの管理」から再 
設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 U カバ U —ツールの領域は消 
去されるため、作成した U カバ U —メディアは大切に保管してください。 

ディスクの管理「本章 □-[!] バーティションを変更して U カバリーをした場合 J 

U カバ U —を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーションな 
どびすべて消去され、ご購入時のシステムやアプ I 」ケーシヨンび復元された状態になります。 



その他のリカバリーメニューについて 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ—, 


7 
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Q リカバリー = 再セツトアップをする 


手順 Q では次の操作を行ってください。 

①[ノ（ーティシヨンサイズを指定して復元]をチェックする 

③に：ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティシヨン（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 



買つたとさの状態に戻すにはー リカバリ- 
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y 力 Ay - をしたあとは 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、ちラー度設定をやり直 
してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

その他必要に応じて、インターネットやメールの再設定、ウイルスチェックソフトの設定や要 
新などび必要です。 

詳細について「本章己-居]リカバリー（再セットアップ）の流れ」 

ここでは;欠の点を説明します。 

•パー 了 イシヨンの設定 
•バックアップ データの 復元 

メモ 

• Office 搭載モデルの場合、リカバリーを、 Office 製品の初回起動時にライセンス認証び必要になります。 
• 一部のアプ1」ケーシヨンは、1」カバ U - 後に再インストールをする必要びあります。 

詳細について r 本章0プレインストールのアプ U ケーシヨンを再インストールずる」 



の 


パーティションを変更してリカバリーをした場合 


[パーティションサイズを指定して復元]を選択して U カバ U —をした場合のみ、 U カバ U —後 
すみやかに;欠の設定を行ってください。 




パーテイシヨンを設定するにあたって 


Windows の「ディスクの管理」を使用すると、ボ U ュームびないプライマリパーティシヨンび 
表示されます。このバーティシヨンにはリカバリー（再セットアップ）するためのデータび保存 
されていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバリーはできなくなります。 


Q 管理をユーザーアカウントで□グオンする 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [みシステムとセキュリティ] 一 [#] 管理ツール]をクリックする 
[を]コンピューターの管理]をダブルクリックする 

画面左側の[白*ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ- 



















リカ八’リーをしたあとは 




[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

表示されるメニューか5惭しいシンプルボリューム]をクリックする 

[新しいシンプルボリュームウイヴード]び起動します。 
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〇 

た 

と 
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の 


に 

戻 

す 

に 

は 



[次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

巧の項目を設定します。 

-ボリュームサイズの指定 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-パーティシヨンのフォーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーシヨンユニットサイズ 
-ボ U ュームラべル 
-クイックフォ ー7 ット 
-ファイルとフォルダーの圧縮 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開な台されます。 

パーテイシヨンの状態び[正常]と表示されれば完了です。 


詳しくは、「コンピューターの管理」のヘルプを参照してください。 


I ヘルプの起動 


U n [コンピユーターの管理]画面のメニユーバーか5 [ヘルスー[トピツ 
巧 ロ クの検蔚をクリックする 

IJ ' — ' 
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D リカ八 ’ U —をしたあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


ノ（ックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした記録メディ アからデー 
夕を読み込んで < ださい。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダーか日送日れてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元 
に、ちラー度設定し直してください。 

■ MS - IME で登録した単語 

詳しくは、 「 MS - IME 」 のヘルプを確認してください。 

■[ドキュメント]、[お気に入り]のデータや、その他のファイルやフォルダーなど 
•[ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などの データ 

• 購入後にデスクトップに保ちしたデータ 

• Microsoft Internet Explor 乱の[お気に入り]のデータ 

• メール送受信データ 
•メールアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ I 」ケーションのデータやファイル 
• 購入後にインス I -ールしたアプ U ケーションのデータ 
• 購入後に作成したフォルダーとファイル 

メール送受信データ、メールアドレス帳の復元について 
『メールソフトに付属の説明書』 

r 東芝ファイルレスキュー」など、アプ U ケーションによってバックアップ方法や復元方法び用 
意されている場合は、その方法に従って復元してください。詳しくは、アプリケーションのへ 
ルプを参照してください。 

ま芝ファイルレスキューでのデータの復元 
「本章 n - m - ra 救助したデータを復元する」 
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買つたときの状態に戻すには— リカバリ！ 







プレインストールのアプ y ケーシ3ン 
を巧インストールずる 


本製品にプレインストールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバーを指定して再インス I -ールすることびできます。 

同じアプ U ケーシヨンびすでにインス!-ールされているときは、コント□ールパネルの「プロ 
グラムのアンインス I ル」または各アプ U ケーシヨンのアンインス I ルプ□グラムを実行 
して、アンインス!ルを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インス I -ールを実行すると、正常にインス I -ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどち日の方法でちアンインストールび実行でさないアプ U ケーシヨ 
ンは、上書さでインス!-ールしてち問題ありません。 


n 操作手順 

n [スタ-卜]ボタン ( 0 ) -[すべてのプ□グラム] 
—ンの再インスト-ル]をクリックする 


口 


[アプ U ケーシヨ 


[セットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーションやドライバーのセットアップメニュー画面び表示されます。アプリ 
ケーシヨンやドライバーのセツトアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれて 
います。 




r ドライバ J のセットアップ 


(表示例） 


初めて起動したときは、[ドライバー]タブび表示されています。タブをク U ックし 
て再インス I -ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 

画面左側のアプリケーシヨン名を選択し、画面ち側の [ rxxx 」 のセッ 
トアップ]をクリックする 

rxxx 」 にはアプ U ケーシヨン名び入ります。 

選択したメニューによっては別の言葉び表示されます。説明文の下の、下線び引かれ 
ている言葉をク U ックしてください。 

表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

rxxxxx (ファイル名）を実行または保をしますか？」といラメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 
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買つたときの状態に戻すにはー リカバリ- 





















4 章 


■ 困つたとをは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを Q & A お 
式で説明しています。トラブルび起こったときは、あわてずに、この 
章や『オンラインマニュアル』を読んで、解消方法を探してみてくだ 
さい。 

また、パソコン本体を捨てるときや人に譲るときに知っておいて欲し 
いことなども説明していまず。 


1 Q&A 集 . 84 

2システム回復オプションについて . 93 

3捨てるとき/人に譲るとき . 94 










ここに掲載している Q & A 集のほかに、『オンラインマニュアル』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないとさは、『オンラインマニュアル』ち参照してください。 


電源を入れると宝/切ると宝 . 85 


Q 電源スイッチを巧して指をはなしてち 、 Power LED が点なしない . 85 

Q 電源が入るび、すぐに切れてしまラ 

電源が入5ない . 85 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 86 

Q 使用中に前触れちなく、突然電源び切れることびある . 86 

Q しば5 く操作しないとさ、電源び切れる . 87 


2 

画面/お术 . 

. 88 


Q 青い画面（ブルースク U - ン）び表示され、操作でさなくなった . 

. 88 

3 

システム/八ードディスク . 

. 88 


4 


Q パソコンび応答しなくなった . 88 

Q Windows びセーフモードで起動した . 88 

Q 再起動や電源を入れ直してを、トラブルび解消しない . 89 


-ジ . 89 


Q r パスワードを入力してください」と表示された . 89 

Q 「 HDD / SSD のパスワードを入力してください」と表示された . 89 

Q 起動時に 「 Windows 再開口一夕‘」び表示され、 

Windows び起動しない . 90 

Q 起動時に 「The firmware has detected that a CMOS 

battery failure occurred . < F 1 > continue 」 と表示された .90 

Q 「システムの日付または時刻び無効です」と表示された . 90 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 91 

Q その他のメッセージび表示された . 91 


その他 


Q J \- ドディスクか 5 U カバ U - でさなくなったとさは . 91 

Q 異常なにおいや過熱に気づいた！ . 92 

Q 操作でをない原因びどラしてちわか5ない . 92 










































D Q&A 集 


電源を入れるとを/切るとを 


電源スイッチを巧して指をはなしても 、 Power LED び点!灯しない 


Ql ^ 電源スイッチを押す時間び短いと電源が入らないことがあります。 

確実に電源スイッチを押してください 。 Power LED び点 I なすることを確認してください。 


^電源が入るび、すぐに切れてしまう 
W 電源が入6ない 


Ql ^ バッテリーの充電量げ少ない可能性びあります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプターを接続し、充電する 
(他製品用の AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —ノ（ックと取り換える 

バツテ U- の充電について『オンラインマニュアル』 


@►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能び働き、システムび自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


@►パソコン本体か！5いったん、電源コードと AC アダプター、バッテリーパック 
をすベて取りはずしてください。 

①電源 コー ドと AC アダプターを 取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器ち取りはずしてください。 

③バッテ U -パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプター、バッテ I 」ーパックを取りはずすと、電源び入らない 
状態になります。そのままの状態で、しば日く放置してください。 

③ バッテ U —パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
⑥電源スイッチを巧し、指をはなす 

確実に電源スイッチ対甲してください。 Power に D び点灯することを確認してく 
ださい。 

電源コードと AC アダプターの接続 

n 章 □-□ D-B 電源コードと AC アダプターを接続する」 

バッテ U- パックの取り付け/取りはずしについて 
ri 章 0 - のバッテリーバックを交換する」 

じ(上の手順でち解決でさない場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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困つたとさは 










D Q&A 集 


©►次の手順を行うと、セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成で起動 
し直すことができます。 

電源スイッチを已秒しソ上巧して強制終了したあと、巧のよラに操作してください。 

① 電源を入れる 

② 製品□ゴび表示されたら、メニューび表示されるまで@キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して iRVKRi キーを巧してください。そのあとす 
ぐに、@キーを再び数回巧してください。 
r 詳細ブートオプション」び表示されます。 

③ 目的に合わせて[セーフモード]または[前回正常起動時の構成（詳細)]を選択し、 
I ENTER I キーを巧す 


ほ用中に前触れちなく、巧お電源び切れることびおる 


@►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能び働き、システムび自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 




電源を入れたが、システムび起動しない 



©►起動ドライブを八ードディスクドライブ L リタ W こ設定した場合に、システムの 
入っていない記録メディアびセットされている可能性があります。 

システムび入っている記録メディアと取り換えるか、またはドライブから記録メディ 
アを取り出してか日、何かキーを巧してください。 

それでち正常に起動しない場合は、なのよラに操作してください。 

① 電源スイッチを已秒じ(上巧して電源を切る 

② 電源スイッチを巧し、製品□ゴび表示されている間にキーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して i ENTER i キーを巧してください。 

③ 表示されたメニューか日システムの入っているドライブ（通常は八ードディスクを 
示す項目）を mfT ) キーで選択し、面而而1キーを巧す 


困つたとさは 



















D Q&A 集 


@ ►バッテリー駆動で使用している場合、バッテリーの充電量がなくなった可能性 
びあります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプターを接続し、充電する 
(他製品用の AC アダプターは使巧でさません） 

• 充電済みのバッテ U —ノ（ックと取り換える 

バッテ U- の充電について『オンラインマニュアル』 


. Q しばちく操作しなし、とき、電源び切れる 


^ Power LED び緑色に点！灯している場合、省電力機能び働いた可能性びありま 
す。 

しば日くタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないで<ださい。 

I SH / f の キーを巧すか、タッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 


©►Power l _ ED がオレンジ色に点滅しているか、消灯の場合、自動蜘こス U - プ 
または休止:!犬態になつた可能性びあります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、次の手順で設定を解除できます。 



困 

二) 

た 

と 
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① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [& システムとセキュ U ティ]一 [' I ホ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを還択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの電源を切る]および[コンピューターをス U - プ状態にする]で[な 
し]を選択する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
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D Q&A 集 


2 


画面/を术 




青い画面【ブルースクリーン）び表示され、操作でをなくなつた 


0^電源スイッチを已秒 L ソ上巧して Windows を強制終了してください。 

システムび操作でさなくなつたとさじ(外は行わないでください。強制終了を行ラと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 

©►1 U 上の手順でち解決できない場合は、「本節团 - Q 再起動や電源を入れ直し 
てち、トラブルが解消しない」を確認してください。 


3 




システム/八ードディスク 


パソコンび応答しなくなつた 


アプリケーシヨンを終了できない場合や、アプリケーシヨンを終了してもトラ 
ブルび解消しない場合は、パソコンを再起動してください。 

再起動 ri 章0-巧]-再起動」 

Windows 起動時に問題び起きた場合や、パソコンを再起動できない場合は、 
電源スイツチを已秒 L ソ上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作でさなくなつたとさじ(外は行わないでください。強制終了を行ラと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 

か L ソ上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルび解消しない」を確認してください。 




Windows び七ーフモードで起動した 


©►パソコンを再起動してください。 

再起動 ri 章 E 1-® - 再起動」 


©►ムソ上の手順でも解まできない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しない」を確認してください。 


困つたとさは 
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©►周辺機器を接続してか！5、この問題び発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器が Windows の動作に影響している可能性びあります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっては、周辺機器に付属のドライバー 
やアプ U ケーシヨンをパソコンにインス!-ールしている場合びあります。これ日のド 
ライバーやアプ U ケーシヨンもアンインス!-ールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 


4 



—ジ 




r パスワードを入力してください J と表示された 


©►「東芝 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、臣をを司キーを巧してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、東芝 PC あんしんサ 
ポートに連絡してください。有料にてパスワードを解除します。その際、身分証明書(お 
客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 




riHDD / SSD のパスワードを入力してください J と表示された 


©► bios セットアップで設定した HDD パスワードを入力し、居をを司キーを押し 
て < ださい。 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用でき 
なくなり、交換対応となります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。交換 
対応は有料です。その際、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要と 
なります。 
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再起動や電源を入れ直してち、トラブルび解消しない 


©►ドライバーやシステムのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合 
は、直前の正常に起動したときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したときの構成で起動する 

「本節 ffl-Q 電源を入れたが、システムが起動しない」 


アプリケーシヨンをインス!ルしてか！5、この問題び発生するようになつた 
場合は、インス!ルしたアプリケーシヨンび Windows の動作に影響してい 
る可能性があります。 

アプ U ケーシヨンをアンインス!ールしてください。 

アンインストール『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』 



困つたとさは 















D Q&A 集 


Q 起動時に rWindows 再開□—ダ J び表おされ、 
Windows が起動しない 


©► vv - ドウエアの接続に不具合が起きた、または何5かの原因で電源を切る前の 
：!犬態を再現できなくなつたというメッセージです。 

休止状態のままメモ U の取り付け/取りはずしをしたとさなどに表示されます。電源 
を切る前の巧態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□ーダ」で「復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 
び反転表示していることを確認し、 |fA/7 •巧 I キーを巧す 

② 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」び反転表示している 
ことを確認し、 I ENTER I キーを巧す 

Windows び起動します。 


Q 起動時に [The firmware has detected that a CMOS 
ソ battery failure occurred . < F 1 > continuej と表示された 


時計用電池がなくなりました。 

時計用電池を交換する必要びあります。 

東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 


r システムの曰巧または時刻が無効です J と表おされた 


^日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と時 
亥りを設定してか日行ってください。 

日付と時刻の設定について [Windows ヘルプとサボート』 
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D Q&A 集 


なのよラなメツセージが表示された 


•「Insert system disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when 
ready 」 

•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart 」 

0> CD / DVD や、 USB フラッシュメモリなどの起動ディスクを取り出し、何か 
キーを 巧してください。 

上記の操作を行ってち解みしない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


. Q 碰のメツセ-ジが表'示された 


^『使用しているシステムやアプリケーシヨンに付属の説明書』を確認してくだ 
さい。 


B ] その他 


八ードディスクか6リカパリーでをなくなつたとをは 


@►八ードディスクドライブに搭載されているリカバリー(再セットアップ）ツー 
ル (システムを復元するためのもの）のデータび破損、もしくは誤って消去さ 
れている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カバリーができなくなることびあります。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 で作成した U カバ U - メディアを使って、 
U カバ U — してくださし、。 

リカパ' U - の操作ち法巧章0-团リカパ' U — メディアか 6 U カバ U — をする」 

U カバ U -メディアびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あん 
しんサポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『ま忌 PC ヴポートのご案内』 









D Q&A 集 




異常なにおいや遇熱に気ヴいた！ 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードの電源プラグをコンセント 
か!5巧いてください。ま全を確認してバッテリーパックをパソコン本体た、5取 
りはずしてか！5東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 

なお、連絡の際には;欠のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『まさ PC サポートのご案内』 



操作でをない原因がどラしてちわか6ない 


©►『オンラインマニュアル』 の「トラブル対処法」を確認してください。 

『オンラインマニュアル』の「トラブル対処法」では、トラブルを解みするための対処 
手順を説明しています。ご確認ください。 

『オンラインマニュアル』 


©►パソコン本体のトラブルの場合は、『ま芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


©► os やアプリケーシヨンのトラブルの場合は、各アプリケーシヨンのヴポート 
窓□にお問い合わせください。 

0S やアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先「付録已お問い合わせ先」 


0►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 
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システム回復オプションについて 


本製品には、「システム回復オプション」び用意されています。「システム回復オプション」とは、 
Windows び正常に起動しなくなった場合に、問題を解決して起動できるようにするメニュ ー 
び集まったちのです。 


田 


電源を入れる 


円製品□ゴび表示されたら、メニューび表示されるまで应]キーを数回巧す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して店万巧のキーを巧してください。そのあとすぐに、 


臣当キーを再び数回巧してください。 
r 詳細ブートオプション」び表示されます。 



誓 


[コンピューターの修復]を選択し、 | fA /7~ fR | キーを押す 

キーボードの還択画面び表示されます。 

[日本語]を選択し、[次へ]ボタンをクリックする 

□グオン画面び表示されます。 


&ユーザー名を選択し、 Windows □グオンパスワードを入力する 

[ OK ] ボタンをクリックする 

「システム回復オプション」び起動します。 

•スタートアップ修復 

システムファイルの不足や破損など、 Windows の正常な起動を妨げる可能性のあ 
る問題を解決し、正常に起動できるようにします。 

• システムの復元 

システムファイルを正常に機能していた日時の状態に復元することびできます。 

• システムイメージの回復 

じ(前に作成したシステムイメージを使用して、コンピューターを回復します。 
システムイメージの詳細は、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

• Windows メモ U 診断 

メモリび正常に機能しているかどうかを確認します。 

• コマンドプ□ンプト 

コマンドプ□ンプトに切り替えます。 

• TOSHIBA Recovery Tools 

リカバリー（再セットアップ）メニューと、「東芝ファイルレスキュー」を表示します。 


使いたいメニュー名をクリックする 

このあとの操作は、メニューによって異なります。表示された画面の指おに従って操 
作してください。 
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搭てるとを/人に譲るとを 


n お客様登録の削除について 

• ホームページか日削除する 

東芝の ( TID ) をお持ちの場合はこち日か日お願いします。 

① インターネットで 「 http :// toshibaclirect . jp / room 1048/」 へ接続する 

② ページちの[□グイン]をク U ックする 
[□グイン]画面び表示されます。 

③ [東芝の （ TID )] と[パスワー円に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
マイページび表示されます。 

④ ページち下の[退会]をク U ックする 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、マイページの「登録済み商品一覧」で商品削 
除を行ってください。 

《 Room 1048を退会されますと、「東芝ダイレクト」での購入履歴や Room 1048会員限 
定サービスなどちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了をください。 

• 電話で削除する 

r 東芝 I □事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 I □事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0已70-09-1048 ( ナビダイヤ J レ） 

受付時間： ] ひ00〜] 7:00吐•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内容変更や削除に関するお問い合わせ 

窓□です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『東芝 PC ヴポートのご案内』を確認してくだ 

さい。 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 
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Q 捨てるとき/人に譲るとき 


A - ドディスクドライブの内容をずべて消去ずる 

パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、他人に見られた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびできます。 


ノ'■-ドディスク 
ドライブのデータ 
をすベて消去 



、 一 

一 

一 

一 

■ 

ドライブ(じ） 

ドライブ。:） 


. システム回復 
オプション領域 


(八ードディスクドライブの 
U カバ U —ツールを使用する場合） 

なお、八ードディスクドライブに保存されている、データやプ□グラムなどはすべて消失します。 
パーティションち消失します。これ日を復元することはできませんので、を意してください。 

I 操作手順 _ 

八ードディスクドライブの内容を削除するには、八ードディスクドライブの U カバ U —ツール、 
または作成した U カバ I 」ーメディアを使用します。 

八ードディスクドライブの U カバ U —ツールを使用すると、八ードディスクドライブ内のデー 
夕はすべて消去されますび、 U カバ U —ツールは残ります。作成した U カバ U —メディアを使 
用すると、八ードディスクドライブ内のデータと共に U カバ U —ツールち消去されます。 

■八ードディスクドライブのリカバリーツールか5行う方法 
パソコンの電源を切る 
AC アダプターと電源 コー ドを接続する 

キーボードの匹](ゼ □) キー（かな入力のを]キー）を押しなび5電 
源スイッチを押し、製品□ゴび表示された5指をはなす 

電源スイッチの巧しかた「1章0■巧]電源を入れる」 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 


示されます。パスワードを入力して 任/ VKRI キーを巧してください。 
メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 




田 

□ 

回 
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Q 捨てるとき/人に譲るとき 


[ノ V - ドディスク上の全データの消去]をチェックし①、[次へ]ボタン 
をクリックする② 


<復元方法の還が> 

お兄方ぶを還巧してくださ L 、。 


' 巧巧インストールソつトウエアのお元 

ネ月巧インスト—ルソつトウエアを误元しまず々 


ハ-ドデイス。上の全デ-如)ミ肖去 I - 

A -ドデイスウ上の全デーさを巧ましまず。 


[[ 次へ曲 > 1卜 


.① 


.⑤ 


消去方法を選択する画面び表示されます。 


内目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、[次へ]ボタンをクリックする③ 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を還択してください。数 
時間かかりますび、データは消去されます。 


< A - ドデイスウ上の全デー5のおモ> 
;肖去ち;去を還巧してください。 


C 標筆デ-5の消去; 


' 巧密データの消去 


このブ□むスは、 A —ドデイスウのサイブによって、時間びかかりまず。 


:戻るほ) 


n ホへ曲い]卜 


.① 


.② 


[データの消去を開始します。]画面び表示されます。 
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Q 捨てるとき/人に譲るとき 


巧研矿！ 

消をび完了すると、終了画励蒂おれます。 

订[終了]ボタンをクリックする 
■ リカバリーメディアか！5行う方法 

U カバ U —メディアは、あ日かじめ作成しておく必要びあります。 

U カバリーメディアの作成『オンラインマニュアル』 

DVD の U カバ U- メディアで U カバ U- する場合は、あ日かじめ外付けの DVD ドライブ（市 
販品）を接続してください。 

接続方法 『DVD ドライブに付属の説明書』 

QAC アダプターと電源コードを接続する 

I_ 

S リカバリーメディアをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「ディスク]」か日セットしてください。 
USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し込んでください。 

USB フラッシュメモ U の場合『オンラインマニュアル』 

CD/DVD の場合 『DVD ドライプに付属の説明書』 


[巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると消去び実行され、消去中はなの画面び表示されます。 


リトドディスウ上の全データの消モ> 
データの巧モ 


イトドデイスウのデ-夕を;肖ま中でず。しぱらくお待ちくださし、， 


経過時間 xx：xm 
巧り時間け; 


■ 
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Q 捨てるとき/人に譲るとき 


3電源 スイッチを巧し、製品□ゴび表示されている間に臣回キーを数回 
押す 

I 各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して I £/\/巧/? I キーを巧して<ださい。 

電源スイッチの巧しかた「1章日-巧]電源を入れる」 

i 圧]または匹]キーで起動ドライブを選択する 

U カバ U — メディアび DVD の場合はドライブを示す項目 （[ ODD ] など)、リカバリー 
メディアび USB フラッシュメモ U の場合は USB フラッシュメモ U を示す項目 
([ USB ] など）を遇択し、居胃固キーを巧してください。 

■「 TOSH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを選択 
する画面び表示された場合 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、炊へ]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

「システム回復オプション」には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブ 
ルやデータ保護に対応したメニューび用意されています。 

詳しくは、「本章已システム回復オプション」を参照してください。 

跳きは、恃節 D - 八ードディスクドライブの U カバ U - ツールか日行う方効の 
手順0を参照してください。 



困つたとさは 















■付窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願い、お問い合わせ巧、技術 
基準適合などについて記していまず。 


1ご使用にあたってのお願い . 100 

2お問い合わせ先一 0 S / ァプ U ヶーションー . 104 

3セーフモードで起動する . 109 

4技術基準適合について . 110 

已無線 LAN / Bluet 00 か 1 について . 112 

6外形寸法図 . 128 













1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■パソコン本化について 


I スイツチの操作にあたつて _ 

• スイッチを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないでください。 
スイッチび故障するおそれびあります。 


I 機器への強い衝撃やか店について _ 

D •機器に強し觸撃や外圧を与えないようにを意してください。製品には精密部品を使巧してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬いちのでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごミ主意ください。 


U 電源コード、 AC アダプターの取り扱いについて 

•電源コードやケーブルは束ねずに、ほどいた状態で使用してください。ご使用時は、あ日か 
じめ『安むしてお使いいただくために』に記載されている記述をよく読み、必ず指示を守っ 
てください。 

•電源コードや AC アダプターを持ち運ぶときには、なの図のように正しくケーブルを束ねて 
ください。 



電源コード、 AC アダプターは、購入されたモデルにより異なります。 


100 













D ご使用にあたってのお願い 


mm 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。 ] 章および『オンラインマニュ 
アル』を読んでか日作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守 
日なかった場合、故障するおそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってか日作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にま意してください。 

-ほこりびかなく、直射日光のあた b ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジしソ外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジの形、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I メモリの増設の操作にあたって _ 

•必ずパソコン本体の電源を切り、電源プラグをコンセントか日はずし、電源コネクタか日 
AC アダプターのプラグを巧さ、バッテ U —パックを取りはずしてか日作業を行ってください。 
•パソコン本体やメモ U のコネクタに触日ないでください。コネクタにゴミや油び付着すると、 
メモリび正常 I こ使用できなくなります。 

• メモリは、コネクタに差し込む部分ではなく両端（丸く欠けている部分）を持つよラにして 
ください。 

• メモ U を強く巧したり、巧げたり、落としたりしないでください。 

• ス U —プ/休止状態中にメモ U の取り付け/取りはずしを行わないでください。スリープ/ 
休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

□静電気について 

• メモリは、精密な電モ部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびあります。 
人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、メモリを取り付ける前に静電気を逃び 
してか日作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指を触れるだけで、静電気 
を防ぐことびでさます。 









D ご使用にあたってのお願い 


K ■バッテリーについて 

I バッテリーをほ用するにあたって _ 

•パ'ッテ U —パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントか 日は ずし、電源コネクタか 日 AC アダプタープラグを巧いてか 日 作業を行ってく 
ださい。ス U —プを実行している場合は、ノ（ッテ U —ノ（ックの取りはずしをしないでくださ 
し、データび消失します。 

• 電極に手を軸れないでください。故障の原因になります。 



•バッテ U - パックをパソコンに取り付けたときは、バッテ U - 安全□ックび□ック側になっ 
ていることを必ず確認してください。 

安全 □ ックび□ック側になっていないと、持ち運びのときにノ（ッテ U —ノ（ックびはずれて落 
ちるおそれびあります。 

詳細について ri 章 g - 己]バッテ U — バックを交換ずる」 

•パ'ッテ U —駆動で使用しているときは、バッテ U —の残量に十分ミ主意してください。 

バッテ U - を使いきってしまうと、ス U - プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶 
されていた内容はすべて消えます。このような場合は、 AC アダプターを接続してバッテ U - 
を充電してください。 


バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• ユーヴー名び U カバ U —後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びあ 
ります。 U カバ U —をする前にユーヴー名を控えてください。 

1」カバ U - について「3章買ったとさの状態に戻すには」 

•八ードディスクドライブや記録メディアに保存しているデータは、万び一故障び起きた場合 
や、変化/消失した場合に備えて定期的にノ（ックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクドライブや記録メディアに保をした内容の損書については、当社はいっさい 
その責任を負いません。 















D ご使用にあたってのお願い 


■ ar まミファイルレスキュ ー J について^^ 

I データをが巧/復元するにおたつて _ 

•本ソフトウェアは、八ードディスク上のすべてのファイルの救助、復元を保証するちのでは 
ありません。 

当社は、いかなる場合においてち、本ソフトウェアの使用によって生じたデータの損喜につ 
いていっさいの責任を負わないちのとします。 

•八ードディスクび破損している場合、または八ードディスク上のファイルび破損している場 
合は、救助、復元することびできません。 

•「東芝ファイルレスキュー」は、 0 S び起動しないときに、八ードディスク上のファイルを別 
の保を用記録メディアへ退避するためのちのです。その他の用途では使用しないでください。 
•データを救助するとさ、データ保を用の記録メディアは、パソコンの電源を入れる前にセツ 
卜してください。電源を入れたあとにセツトすると正しく認識されないことびあります。 

•プ□グラムファイル、またはプ□グラム用のデータファイルを救助してち、復元後に正常に 
動作することを保証でさません。 

•著作権保護、またはコピープ□テクシヨンによって保護されたファイルを救助してち、復元 
後に正常に動作することを保証でさません。 

•システム属性を持つファイル、および、暗号化されたファイルは救助でさません。暗号化さ 
れた八ードディスクからは、救助でさません。これ日の救助でさないファイルは、救助対象 
を選択、または確認する一覧の中に表示されません。 

•データを救助するとさはすベてのユーヴーのユーヴーデータを一度に救助することびでさま 
すび、データを復元するとさは一回の復元実行によって一つのユーヴーアカウント分のデー 
夕だけを復元します。復元したファイルは、復元処理を実行したユーヴーアカウントの所有 
ファイルとなります。 

ファイルの所有ちとなるユーヴーアカウントで□グオンし、復元処理を実行してください。 

• 復元実行中にス U —プ/休止状態へ移行する操作を行わないでください。 

• データ保を用の記録メディアとして CD / DVD を使用するとさは、データを確実に救助する 
ために、新しい記録メディアを使用することをおすすめします。 






9 I お巧い合わ e 巧 

^ I —OS/ アプリケーシヨンー 


*201 1年1吕月現在の内容でず。 

各社の事情で、受付時間などが変更になる場合があります。 


ElTos のお問い合わせ巧 


Windows 7に関する一般的なお問い合せ先は、東芝 PC あんしんヴポートになります。 


Windows 7に関する一般的なサポート情報は、じ(下のホームページでちご確認いただくこと 
がでさます。 

http :// support . microsoft.com 




B お問い合わせ先 - os / アプリケーシヨン- 


アプリケーションのお巧い合わせ巧 


各アプ I 」ケーシヨンのユーヴー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ 
ください。 

インス I -ールされているアプ I 」ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office Outlook/Microsoft Office Word / 
Microsoft Office ナビ 

ヴポート受付窓 □ 


参基本操作に関するお問い合わせ 

くメールヴポート> 


じ(下の Web サイトにアクセスし、ご質問または問題に関連する製品を選択してください。 

URL : 

http :// support . microsoft . com / oas / 

受付時間 ： 

24時間いつでち受け付けています。 

<電話サポート> 


電話番号 ： 

0] 20-已 4-2244 

《ご利用の際は、電話番号をお間違えないよラごを意ください。 

《音声ガイダンスび流れますので、ガイダンスに従って番号のご選択 


をお願いいたします。 

受付時間 ： 

月曜日〜金曜日： 9:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 
±曜日： ] ひ□〇〜17:00 

(祝曰、曰本マイク□ソフト株式会社指定休業曰を除さます。曰本マ 
イク□ソフト株式会社指定休業日 L ソ外で日曜日び祝日である場合に 
は、日曜曰は上記±曜日と同様の受付を行い、翌日の振替休日び休 
業となります。） 

•サポート有効期間： 

お客様び初めてお問い合わせいただいた曰か日起算して90曰間（《） 
※サポートライフサイクル期間内 

お問い合わせに関する詳細は、本体に同おされている冊モ 『Office 2010お使いになる前に』 

をご覧ください。 



ウイルスバスター吕01吕クラウド TM 90日版 

ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 

: 9:3日〜] 7:3日 

TEL 

: 0570-008326 

日3-曰 334-1 日3曰 （ IP 電話.光電話からのお問い合わせ） 

E-mail 

: h け p://tmqa.jp /「 目 S4/ 

ホームページ 

: http://tmqa.jp/toshiba/ 












B お問い合わせ先 -05/ ァプリケーション - 


マカフイーサイトアドバイザーライブ （30 日間限定版) 


マカフイー • テクニカルヴポートセンター 

(サイトアドバイヴーライブに関する技術的な問い合わせ) 
受付時間 ： 9:00 〜 21:00 (年中無休） 


TEL : 

〇已 70-0 己 0-033 (ナビダイヤ J レ） 

03 -已 428-227 目（ナビダイヤルびご利用いただけないお客様巧） 

E-mail : 

L ソ下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.nncafee.conn/japan/mcafee/support/supportcenter_ 

inquiry—ts'asp 


ホー ムぺ ーシ ： http :// www . mcafee . com / japan / mcaTee / support / 
マカフイー • カスタマーオペレーシヨンセンター 

(ユーヴー登録や登録情報変更などの製品 L ソ外に関する問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9: □□〜 17:00 (年末年始、祝曰を除く） 


TEL : 

〇已 70-030-088 (ナビタ'イサ J レ） 

03-5428-1 792 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : 

LU 下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/supportcenter_ 
inquiry_ 巳 0 巳 . asp 


ホー ムぺ ーシ ： http :// www . mcafee . com / japan / mcaTee / support / 
マカ フイー- イン フオメーシヨ ンセンター 

(製品購入前の製品に関する問し^合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9: □□〜 17:00 (年末年な台、祝曰を除く） 


TEL : 

〇已 70-0] 0-220 (ナビダイヤ J レ） 

03-5428-1 899 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様巧） 

E-mail : 

L ソ下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.nncafee.conn/japan/mcafee/home/msup/information_ 

巳 enter'asp 


ホームぺーシ : http :// www . nncafee . conn / japan / mcaTee / support / 

マカフイー-テクニカルサポートセンターではチヤツトによるサポートちご提供しています。 


チャット ： 

http :// www . nncafee . cofn / japan / fncafee / support / chat.asp 


AT 0 K 2011 for Windows (60 日間細實試用版 ） for TOSHIBA 


• 無償試用版の使い方に関ずるお問い合わせ 
ジャストシステム期間限定版専用サポート 

受付時間 ：平日]ひ 7:00 (± .曰-祝、特別休業日を除く) 


TEL 

ホームページ 

: 088-666-1523 

: http://support.justsystems.conn/ 








Q お問い合わせ先 -日 s / アプリケーション- 


i - フイルター6.0 (90 曰版） 

デジタルアーツ株式会社サポートセンター 

受付時間 

:平日]ひ00〜] 8:00、± .曰•祝日]ひ00〜] 8:00 
(デジタルアーツ指定休業日を除く） 

TEL 

:日曰7日-日日-1334 

E-mail 

: p-support@daj.co.jp 

ホームページ 

:【よくある質問】 http://www.claj.jp/cs/support/pc/if6 / 

【お問い合わせフォーム】 http://www.daj.jp/ask/ 


Sempre ガ シエ ツト 
センプレサポートデスク 

受付時間 ： 月曜曰〜金曜曰 ] 日 :□ 日〜 19: □日 （祝曰および指定休業曰を除く) 

TEL : 0 曰 70-088 吕 98 

ホームぺーシ ： http://www.sempre.tv/support/ 



Skype 

URL : https://support.skype.conn/ja/ 

お問い合わせは、ホームページか日のメール対応のみになります。ールでのお問い合わせ 
には、アカウントの作成またはサインインが必要です。 


Yahoo ! ツールバー 

ヤ フー 株式会社 Yahoo ! ツールバー ヘルプ 

ホームぺーシ : http://help.yahoo.co.jp/help/jp/toolbar/ 


テレビ Navi ガジェット 

株式を社プレゼントキャストテレビ Navi ガジェットお問い合わせ窓 □ 

E-mail : gaclget@presentcast.co.jp 


ブックプレイスリーダー 
株式を社 Book Live 

ブックプレイスのストアサイトをご確認ください。 

ホームぺーシ : https://toshibabookplace.booklive.jp/ 

ールによるお問い合わせ 

: https://toshibabookplace.booklive.jp/index/contact/ 
FAQ : http://toshibabookplace.booklive.jp/index/faq/ 
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B お問い合わせ先-05/ァプリケーション- 


Adobe Flash Player/Adobe Reader / ConfigFree/Internet Explorer / 

Java ™ 吕 Runtime Environment / LaLaVoice / PC あんしん点検ユーティリティ/ 

PC 引越ナビ/ TOSH 旧 A Bulletin 己 oard/TOSH 旧 A Disc Creator / 

TOSHIBA eco ユーティリティ / TOSHIBA Flash Cards / 

TOSHIBA Recovery Media Creator/TOSHIBA Reetime / 

TOSHIBA SD-Video PLAYER/TOSH 旧 A Speech Synthesis / 

Windows Live Messenger/Windows Live Writer / 

Windows Live フォトギヤラリー / Windows Live ムービーメーカー/ 

Windows Live メール/ Windows Media Player / インテル®ワイヤレス.ディスプレイ/ 
東芝 HW セットアップ/まち PC 診断ツール/東芝ウェブカメラアプリケーシヨン/ 

東芝ヴービスステーシヨン/東芝スリープユーティリティ/東芝ピークシフトコント□—ル/ 
東芝ファイル同期ユーティリティ/東芝ファイルレスキュ ー/ 東芝プレイスガジェット/ 

東芝プレイスダイジェストワード/東芝無線 LAN インジケーター 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 0120-97-1 048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスび流れます。ガイダンスに従って操 
作してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、ガイダンスの後でのをプッシュし 
てください。 

技術相談窓口受付時間：目:□□〜19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外か日の電話、携帯電話、 PHS、 または直収回線など回線契約によってはつなび日ない 
場合びございます。その場合は TEL 043-2 目 8-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook.com 「tt ポート1胃幸民」 (http://dynabook' 巳 om/assistp 巳/ index_j'htm) Iこて 
お知日せいたします。 

お客様の個人情報の取り扱い全般に関する当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株）東 
芝の個人情報保護方針のぺージ （http://www.toshiba.co.jp/privacy/inclex_j.htm) をご 
覧< ださい。 





3 I セ—フモ—ドで超動ずる 


Windows び起動しないときに、 Windows をセーフモードまたは前回正常に起動したときの構 
成で起動する方法びあります。セーフモードでは、最低限の機能で Windows を起動させるこ 
とびでさます。 

巧の手順で操作してください。 


電源を入れる 



製品□ゴび表示された5、メニューび表示されるまで因]キーを数回押 
す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して医をを司キーを巧してください。そのあとすぐに、 
@キーを再び数回巧してください。 

メニューび表示された5、目的に合わせて[セーフモード]または[前 
回正常起動時の構成（詳細)]を選択し、臣^キーを押ず 











4 I 巧術甚巧適をにごいて 


『オンラインマニュアル』にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけでなく、 
『オンラインマニュアル』の記載ちあわせてご確認ください。 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

『オンラインマニュアル』 

■電波障害自主規制について 

『オンラインマニュアル』 


■「FCC information 」 について 

『オンラインマニュアル』 


■ EU Declaration of Conformity について 



This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related じ uropea 打 Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
Germany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA，s 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 






D 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the じじ Mark in accordance with the related じ uropean Directives, 
notably Electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter, the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case of implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006/95/EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009/125/EC 
(ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments". TOSHIBA 
do not approve the use of this product in working environments other than the above mentioned 
"Residential, commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in 打 o 打 - approved working environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all 打 o 打 - approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 





5 lif^LAN/BmetoothKtUVC 


* Bluetooth 機能については、己 luetooth 機能搭載モデルのみ対象となります。 

* 己 GHz のお線 LAN については、 IEEE 80 吕 .1 1 a をヴポートしているモデルのみ巧をとなり 
ます。 


■■ 無線 LAN の概要 


本製品には、 IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] 呂、 IEEE 802'1] n のすベて、 
もしくはその一部に準拠した無線 LAN び搭載されています。 

本書では、搭載された無線 LAN の種類によって説明び異なる項目びあります。 

使用しているパソコンに搭載された無線 LAN の種類の確認については、『オンライン マニ ユア 
ル』をご覧ください。 


■無線 LAN の仕様 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz 、 おぶび 
已470-已72已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 
IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 In 

2.4 GHz に 400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

0 FDM - BPS に 0 FDM - QPS に 0 FDM -1 目 QAM ， 

0 FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK . DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式） 














n 無線 LAN/Bluet 00 th について 


B 無線 LAN のサポートずる周波数帯域 

無線 LAN びヴポートする已 GHz 帯および 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE802.1 1チャネルセット」参照)。 

■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 
• 己 GHz 帯：己1己 0- 己3己 OMHz おぶび、己470-己72己 MHz 
( IEEE 802 .1 la 、 IEEE 80 吕 .1 1 n の場合） 



チャネル ID 

周波数 


36 

5180 

W52 

40 

5200 

44 

5220 


48 

5240 


52 

5260 

W53 

56 

5280 

60 

5300 


64 

5320 


100 

5500 


104 

5520 


108 

5540 


112 

5560 


116 

5580 

W56 

120 

5600 


124 

5620 


128 

5640 


132 

5660 


136 

5680 


140 

5700 


アクセスポイント側のチャネル （W 已 2/W 已 3/W 已己）に合わせて、そのチャネルに自動的に設 
定されます。 

好 t メモ _ 

• W 巳2、 W 己3は電波法令により屋外で使用することはできません。 

• IEEE 802.11 a および IEEE 802.1 ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Ch ] 1で使用でさます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chl 3 i Ch 3 日， Ch 401 
Ch 44. Ch 48, Ch 己 2, Ch 己目， Ch 601 Ch 64， ChlO 日， Chi 04. ChlOS , Chi 12. Chi ] 日， 
Chl 2 日， Chi 24, Chl 28, Chl 32, Chl 3 目，加 14 日で使用できます。 
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• 2.4 GHz 帯：吕400 -2483 MHz ( IEEE 802.1 1 b / g 、 IEEE 802.1 In の場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

吕 

2452 

10 

24已 7*1 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

庐？ メモ 

• IEEE 802.1 Inf - ドではアドホック通信は使用できません。 

• アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chl ~ Chl 1で使用でさまず。 

• インフラストラクチャ通信は、 Chi 〜 Chi 3で使用できます。 
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El Bluetooth のお埋仕様 


ワイヤレス通信 

通信方式 

Bluetooth Specification Ver.3.0+HS 

無線周波数帯 

2.4GHz に 402 〜 2480MHz) 

変調方式 

周波数ホッピング方式2値 FSK 

出力 

最大 +4clBm (Power ClassS) 

受信感度 

-yOdBm 

通信距離 

見通し] 

電源電圧 

3.3V 

消費電力 

最大200 mA 


* ] アンテナの効率は含まれません。 

*2 周固の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。 


mm 無線特性 

無線 LAN および Bluetooth の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類に 
より異なる場合びあります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。国/地域によって使 
用び規制されています。無線ネットワーク機器は、無線免許の必要ない已 GHz および 2.4GHz 
帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の 
使用に多くの制限び課される場合びあります。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

於！ メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあり 
まず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物’’びある場合も、通信範囲に影響を与 
えます。 





















B 無線 LAN / Bluetooth について 


U 本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 


■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 




この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、を許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等（しソ下「他の無線局」と略す）が重用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
いないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたときは、まち PC あんしんサポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■東芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 
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3 巧線 LAN 


■ 現品表 / J 、 

本製品または無線 LAN モジュールには、次に示す現品表示び記載されています。 

①②③④ 


2.4DS/0F4 



⑥ 读示例) 


① 2.4 
③ DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS - SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m じ(下であることを示す。 

2,400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使巧し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■ J 曰 TA □ゴ表記について 


IEEE 802.11 b/g/n 



EEE 802.11 a/n 


W52 W53 W56 


已 GHz 帯無線 LAN は、 W 已 2/ W 已 3/ W 已巨チャネルをサポートしています。 


□ Bluetooth 

■ 現品表 / J 、 

本製品または Bluetooth モジュールには、なに示す現品表示び記載されています。 


①②③ 



④ 


(表示例) 


① 2.4 

② FH 

③ ] 

④ 


2,400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び FH - SS 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び] OmL ソ下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避不可であることを意味する。 


























B 無線 LAN / Bluetooth について 


■ a 機器認証表示について 

本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を搭載しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 

■ Intel b / g / n - WiMAX モジユールの場合 

無線設備名： 612 BNXHMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 1 00898003 

■ Intel b / g / n モジユールの場合 

無線設備名：]] 2 BNHMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 白0380003 

D BRTL 8188 CE b / g / n モジユールの場合 

無線設備名： RTL 8188 CE 
電気通信端末審査協会 
認証番号 : m 0-007 已 00] 

■ Atheros b / g / n モジユールの場合 

無線設備名： AR 已日1目已 
株式会社 ディーエスピー I 」 サーチ 
認証番号 : D 091 014003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するお 
それびありますので、十分にごを意ください。 
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n 無線 LAN / Bluetooth について 


KB お知らせ 

I 無線製品の巧ち運。性 _ 

■無線 LAN 

本製品に搭載されている無線 LAN は、 Direct Sequence Spread Spectrum ( DSSS ) / 

Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する無線 LAN 製 

品と相互運用でさるよラに設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g / n ) (無線 LAN 標準規格(版 
数 a / b / g / n )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi - 円 Alliance の認定マークです。 

■ Bluetooth 

本製品に搭載されている Bluetooth は、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 

無線技術を使用する团 uetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた製品と相互運用できるように 

設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策定の Bluetooth Specification Ver '3' O+HS 

• Bluetooth Special Interest Group の定義する Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの 
Lo 昼0認証 

幻メモ _ 

• 本製品はすべての团 uetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器との接続動作を確認したちのでは 
ありません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器対応の動作条件 
と接続の可否情報を取扱元にご確認< ださい。 


また下記の取り扱い上のミ主意点びあります。 

(1) Bluetooth Version 1.0 日仕様の Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器とは 
互換性びありません。 

(2) 2.4 GHz 帯の無線 LAN び近距離で使巧されていると通信速度の低下または通信エラーび発 
生する可能性びあります。 

(3) Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干 
渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びあ 
る場合は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 










B 無線 LAN / Bluetooth について 


I 健康への影響 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN および日 luetooth は、ほかの無線製品と同様、無線周波の 
電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べ 
るとはるかに低いレベルにおさえ日れています。 

本製品に搭載されている無線 LAN および团 uetooth の動作は無線周波に関する安全基準と勧 
告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しており 
ます。この安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に 
審査、検討している専門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任ちび無線 LAN および 
Bluetooth の使用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で無線 LAN および团 uetooth を用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有書であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか b ない場 
合は、無線通信機能を ON にする前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、本製品 
の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま良 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN のインストールと使用に際しては、必ず製品付属の説明書に 
記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠し 
ています。 
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Regulatory statements 

参 General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where the 
product is sold. In addition, the product complies with the following. 

• European Union ( EU ) and EFTA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the CE mark 
accordingly. 

• Canada - Industry Canada (に） 

This device complies with RSS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas produire 
de brouillage et (2)1'utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage radioelectrique recu, 
meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement du dispositif. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 

• USA - Federal Communications Commission ( FCC ) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this Bluetooth Card from TOSHIBA, or the substitution or attachment of 
connecting cables and equipment other than spec 证 ed by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 
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Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

■ Wireless LAN 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc.gc.ca/ 

■ Bluetooth 

The radiated output power of the Bluetooth Card from TOSHIBA is far below the FCC radio frequency 
exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth Card from TOSHIBA shall be used in such a manner that 
the potential for human contact during normal operation is minimized. The antenna(s) used in this device 
are located at the upper/lower edge of the LCD screen, and this device has been tested as portable device 
as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD screen is rotated 180 degree and covered the 
keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested with Wireless LAN transceiver for co-location 
requirements. This device and its antenna(s) must not be co-located or operating in conjunction with any 
other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc.gc.ca/ 

参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed 
to change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to a approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere 
legal communications; If found, the user shall cease operating immediately until no 
interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance 
with the Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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• Europe 
■ Wireless LAN 

Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 


Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Vooi. prive-gebmik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a rexterieur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland; 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band; only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Bande de rrequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter 1'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interno. 

Veri 行 care con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. JNeem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 


To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 
2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the Wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 

















B 無線 LAN/Bluetooth について 


mm 使用でまる国/地域について 

* 201 ] 年12月現在の内容です。 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域 L ソがでは使用 
でをません。対応の国/地域しソ外では、無線通信機能を OFF にしてください。 


□ Intel b/g/n-WiMAX モジユール 

曰本 


■ 無線 LAN に関するを意事項 

• 無線 LAN と WiMAX は同時に使用できません。 
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□ Intel b/g/n モジユール 


アイスランド 

カンボジア 

チ1」 

ペルー 

アイルランド 

キプ□ス 

デンマーク 

ベルギー 

アゼルバイジャン 

ギリシャ 

ドィツ 

ポーランド 

アメリカ合衆国 

クウェート 

ド S 二力 

ボスニア.ヘルツェゴビナ 

アラブ首長国連邦 

ク□アチア 

ニカラグア 

ポルトガル 

アルゼンチン 

ヶニア 

曰本 

香港 

イギリス 

つスタ1」力 

ニュ ージー ランド 

ホンジュラス 

イタ1」ア 

サウジアラビア 

ネパール 

マラウイ 

インド 

ジャマイカ 

ノルウェー 

7ルタ 

インドネシア 

シンガポール 

バーレーン 

7レーシア 

ウクライナ 

ジンバブエ 

パキスタン 

南アフリカ 

ウルグアイ 

スイス 

パ'八7 

メキシコ 

エクアドル 

スウェーデン 

パプアニューギニア 

モ□ッコ 

エジプト 

スペイン 

パラグアイ 

モンテネグロ 

エストニア 

ス□バキア 

八ンガ1」 一 

ヨルダン 

オーストラリア 

ス□ベニア 

フィ1」ピン 

ラトビア 

オーストリア 

セルビア 

フィンランド 

1」トアニア 

オマーン 

タイ 

ブラジル 

1」ヒテンシュタイン 

オランダ 

台湾 

フランス 

ルーマニア 

ガーナ 

タンヴニア 

ブルガリア 

ルクセンブルク 

カタール 

チェコ 

ブルネイ 

ルワンダ 

カナダ 

中国 

ベトナム 

レパノン 

韓国 

チュニジア共和国 

ベネズエラ 
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□ RT し 8188CE b/g/n モジユー J レ 


アイスランド 

カンボジア 

チ1」 

ペルー 

アイルランド 

キプ□ス 

デンマーク 

ベルギー 

アゼルバイジャン 

ギリシャ 

ドィツ 

ポーランド 

アメリカ合衆国 

キルギスタン 

ドミニカ 

ボスニア.ヘルツェゴビナ 

アラブ首長国連邦 

グアテマラ 

トルコ 

ボ1」ビア 

アルゼンチン 

クウェート 

ナイジェ1」ア 

ポルトガル 

イギリス 

ク□アチア 

ナ S ビア 

香港 

イタ1」ア 

ヶニア 

ニカラグア 

マヶドニア 

インド 

つスタ1」力 

曰本 

7ルタ 

インドネシア 

つ□ンビア 

ニュ ージー ランド 

7レーシア 

ウクライナ 

サウジアラビア 

ノルウェー 

南アフリカ 

ウルグアイ 

シンガポール 

バーレーン 

メキシコ 

エクアドル 

スイス 

パキスタン 

モヴンビーク 

エジプト 

スウェーデン 

パナ7 

モナつ 

エストニア 

スペイン 

パプアニューギニア 

モンテネグロ 

エルサル八'ドル 

ス1」ランカ 

パラグアイ 

ヨルダン 

オーストラリア 

ス□バキア 

八ンガ1」 一 

ラトビア 

オーストリア 

ス□ベニア 

フィ1」ピン 

1」トアニア 

オマーン 

セネガル 

フィンランド 

1」ヒテンシュタイン 

オランダ 

セルビア 

プエルト1」コ 

ルーマニア 

ガーナ 

タィ 

ブラジル 

ルクセンブルク 

カヴフスタン 

台湾 

フランス 

レソト 

カタール 

チェコ 

ブルガリア 

レパノン 

カナダ 

中国 

ベトナム 


韓国 

チュニジア 

ベネズエラ 
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n 無線 LAN/Bluet 00 th について 


□ Atheros b/g/n モジユール 


アイスランド 

キプ□ス 

中央アフリカ 

ペルー 

アイルランド 

ギリシャ 

中国 

ベルギー 

アゼルバイジャン 

キルギスタン 

チ1」 

ポーランド 

アメリカ合衆国 

グアテマラ 

デンマーク 

ボスニア.ヘルツェゴビナ 

アラブ首長国連邦 

クゥェート 

ドィツ 

ボツワナ 

アルジェリア 

グルジア 

1ゴ 

ボ1」ビア 

アルゼンチン 

ク□アチア 

ド S 二力 

ポルトガル 

ァルバニァ 

ケニア 

トルクメニスタン 

香港 

アンゴラ 

コートジボワール 

トルコ 

ホンジュラス 

イエメン 

つスタ1」力 

ナイジェ1」ア 

マダガスカル 

イギリス 

コモ □ 

ナ S ビア 

マラウイ 

イスラエル 

つ□ンビア 

ニカラグア 

7ルタ 

ィタ U ア 

コンゴ民を共和国 

ニジェール 

7レーシア 

ィンド 

サウジアラビア 

曰本 

南アフリカ 

インドネシア 

ヴンビア 

ニュ ージー ランド 

メキシコ 

ウクライナ 

シエラレオネ 

ノルウェー 

モー1」シヤス 

ウルグアイ 

ジブチ 

バーレーン 

モヴンビーク 

エクアドル 

シンガポール 

パキスタン 

モナつ 

エジプト 

ジンバブエ 

パナ7 

モ□ッコ 

エストニァ 

スイス 

パラグアイ 

モンテネグロ 

エルサル八'ドル 

スウェーデン 

八ンガ1」 一 

ヨルダン 

オーストラリア 

スペイン 

バングラデシュ人民共和国 

ラトビア 

オーストリア 

ス1」ランカ 

フィ1」ピン 

1」トアニア 

オマーン 

ス□バキア 

フィンランド 

1」ビア 

オランダ 

ス□ベニア 

プエルト1」コ 

1」ヒテンシュタイン 

ガーナ 

スワジランド 

ブラジル 

1」ベ1」ア 

カヴフスタン 

セネガル 

フランス 

ルーマニア 

カタール 

セルビア 

ブルガリア 

ルクセンブルク 

カナダ 

タィ 

ブルキナファソ 

ルワンダ 

カメルーン 

台湾 

ブルンジ 

レソト 

韓国 

タジキスタン 

ベトナム 

レノ（ノン 

ガンビア 

チェコ 

ベネズエラ 

レユニオン 

カンボジア 

チャド 

ベラルーシ 










































か形寸法回 


* 数値は突起部を含みません。 


16.6^35.5mm 
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m 
















































をぐいん 


英数き 


日 lOS セットアップ . 49 

Bluet 日日 th アンテナ . 14 

DC IN/Battery LED. 15, 38 

LAN コネクタ .14 

Power LED.] 日， 38 

Product Key.12 

RGB コネクタ .14 

US 巨コネクタ .14 

Web カゾラ .14 

Windows のセットアップ .S3 


あ巧 


オンラインマニュアル . 39 


か巧 


型番 . 17 

キーボード . 14 


を巧 


再起動 . 36 

システムインジケーター . 14,15 

システム回復オプシヨン . 93 

スピーカー . 14 

セーフモード . 109 

製造番号 . 17 

セキユ1」ティ□ック•ス□ット . 14 


た巧 


タッチパッド . 16 

通風孔 . 14 

ディスプレイ . 14 

デバイスアクセス LED. ]已 

電源コネクタ . 14, 20 

電源スイッチ . 14 

東芝 サー ビス ステーシヨン . 33 

東芝ファイルレスキュー . 已3 


は行 


八ードディスク消去 . 9已 

バックアップ . 已2 

バッテ U- ま全□ック . 17 

バッテ U- パック . 17,44 

バッテ U- パックの交換 . 4已 

バッテ U- • UU- スラッチ . 17 

左ボタン . 16 

ヒンジ . 14 

ブ U ッジメディアス□ット . 14 

へッドホン出力端子 . 14 

マイク入力/オーディオ入力端子 . 14 

ちボタン . 16 

無線 LAN アンテナ . 14 

メモ U ス□ット . 17,40 

メモ U の取り付け . 41 

メモ U の取りはずし . 42 


S 行 


リカバリー . 62 

UU - ス 情報 . 8 


ね巧 


ワイヤレスコ S ュニケーシヨン LED ....] 已 
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リカパリー（再セットアップ) 
チェックシー ト 


リカバリーは、本ページをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしなび日実行して 
ください。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、巧章買ったときの状態に戻 
すには」で説明しています。 


リカバリーをする前に確認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□「4章困ったときは」をご覧になり、ほかのトラブル解消方法を探してみる 
□ システムの復元で LU 前の状態に復元する 


リカバリーをはじめる前にしてお<こと 


□① 準備ずるちの 

□『 dynabook ガイド』（本書） 

□ この U カバ I 」ーチェックシートをコピーしたちの 

□ U カバ U - メディア（作成した1」カバ U - メディアか日 U カバ U - する場合） 

□ ② 必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U —をすると、購 
入後に作成したデータはすべて消失します。 

□ [ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などの データ 

□ 購入後にデスクトップに保存したデータ 

□ Microsoft Int 乱 net Explorer の[お気に入り]のデータ 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□ プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
□ 購入後にインス I -ールしたアプ I 」ケーシヨンのデータ 
□ 購入後に作成したフォルダーやファイル 
□ ③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U —後にインス I -ールする必要 
びあります。 U カバ U — した直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されませ 
ん。ご購入されたメディアなどか日再度インス I -ールしてください。 

□ ④ 各種設定を確認ずる 
□⑥あ日かじめ、音量を調節する 

U カバ U —後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節びでさないためです。 

□ ⑥ 無線通信機能が ON であるか確認する 
□ ⑦ 周辺機器をすべて取りはずず 


[リカバリー(再セットアップ）の流れ 


U カバ U —をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 


□①リカバリー（再セットアップ） 

□②周辺機器（マウス•メモ U • プ U ンター 
など） を取り付けて、設定する 
□③インターネットやメールの設定 


□④ウイルスチェックソフトの設定と更新 
□⑥ Windows Update 
□⑥アプ U ケーシヨンのインス I ル 
□ ⑦データの復元 












ま芝 PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんヴポート 

技術的なご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

本製品に用意されている 0 S 、 アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は、 

本書 r 付録且お問い合わせ先」でご案内しております。 

全国共通電話番号 0120 - 97-1 048 媚話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスが流れまず。 

ガイダンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合ね 
せ < ださい。 

ご相談の内容により、別のヴポート窓□をご案内する場合びございます。 

技術相談窓□受付時間： 9 : 00-19 ： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 00〜22 :日日件ホ年始] 2/31〜1/3を除く） 

インターネットちご利用ください。 

http://dynabook.com/assistpc/index_j.htm 

インターネットで修理のお申し这み 

http;//dynabook.com/assistpc/repaircenter/i_repair.htm 

V_ J 


お問い合わせの詳細は、『東ち PC サボートのご案内』をご参照ください。 

お客様からいただく個人情報（お名前や連絡先など）は、ご相談の対応、修理対応、サービ 
ス向上施策のために使用させていたださます。利巧目的の範囲内で、お客様の個人情報を当 
社グループ会社や委託業者び使用することびございまず。お客様は、お客様ご本人の個人情 
報について、開示、訂正、削除をご請まいただけます。その際は、東芝 PC あんしんサポート 
までご連絡 < ださい。 

お客様の個人情報の取り扱い全般に関する当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株)東芝 
の個人情報イ呆護方針のぺージ （ http :// www . toshiba . co . jp / privacy / inclex _ j . htnn ) をご覽 
<ださい。 

16歳未満のお客様は、保護者のかたの同意を得た上でお問い合わせください。 

. 本書の内容は、改善のため予告なしに変更することがあります。 

. 本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 
•落 T、 乱了本は、お取り換えいたします。 

東芝 PC あんしんヴポートにお問いをわせ<ださい。 
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ーマ字/記号入カー賣ま 


友 

い 

う 

を 

お 

A 

1 

U 

E 

0 

か 

含 

< 

け 

< „ 

KA 

KI 

KU 

KE 

K0 

ぎ 

し 

ず 

せ 

若 

SA 

SI 

SU 

SE 

SO 

SHI 

た 

ち 

〇 

て 

と 

TA 

TI 

TU 

TE 

TO 

CHI 

TSU 

な 

[こ 

俯 

ね 

の 

NA 

N1 

NU 

NE 

N0 

は 

ひ 

ふ 

へ 

ほ 

HA 

HI 

HU 

HE 

H0 

FU 

ま 

み 

む 

め 

ち 

MA 

Ml 

MU 

ME 

M0 

や 


ゆ 


よ 

YA 


YU 


Y0 

ら 

し」 

る 

れ 

ろ 

RA 

RI 

RU 

RE 

R0 

わ 

が 


を 

を 

WA 

WI* 


WE* 

W0 

ん 





NN 





が 

ぎ 

く . 

げ 

ご 

GA 

GI 

GU 

GE 

GO 

ざ 

じ 

ず 

ぜ 

ぞ 

ZA 

ZI 

ZU 

ZE 

Z0 

」1 

だ 

与 

づ 

で 

ど 

DA 

DI 

DU 

DE 

DO 

ば 

び 

ぶ 

ぺ 

ぼ 

BA 

BI 

BU 

BE 

B0 

ぱ 

ぴ 

ぷ 

ぺ 

ぽ 

PA 

円 

PU 

PE 

P0 

ヴァ 

ヴィ 

ヴ 

ヴェ 

ヴォ 

VA* 

VI* 

VU 

VE* 

V0* 


:英字を入力し、[化 4 C 目キーを巧してくださし、。 


■記号の入力 


記号の中には読みを入力して 「化がを キ~ 
を巧すと変換でをるわのちあります。 


〜 


りみ 

①② I I 


せら 

こめ 

おなじ 

いち，じ… 

おんぷ 


‘， -- ^ 

ケ 


か 

まる 

やじるし 

け 

しめ 

ふあい 

□■ク 

【】《>『』 

X 

rrf 

しか< 

かっこ 

かける 

へいほうめ 一とる 


干 

今 

( AA ) など各種顔で字 

ほし 

ゆうびん 

ねる 

かお 


うあ 

〇い 


うえ 

うお 

WHA 

WHI 


WHE 

WHO 

さゃ 

さい 

さゅ 

ぎえ 

含ょ 

KYA 

KYI 

KYU 

KYE 

KY0 

ぎゃ 

ぎぃ 

ぎゅ 

ぎえ 

ぎょ 

GYA 

GYI 

GYU 

GYE 

GY0 

くあ 

くい 


く无 

くお 

QA 

QI 


QE 

Q0 

しゃ 

しい 

しゅ 

しえ 

しょ 

SYA 

SYI 

SYU 

SYE 

SY0 

SHA 

SHU 

SHE 

SH0 

じゃ 

じぃ 

じゅ 

じえ 

じょ 

JYA 

JYI 

JYU 

」YE 

JY0 

」A 

JU 

」E 

」0 

ずあ 

すい 

すぅ 

ずえ 

すお 

SWA 

SWI 

SWU 

SWE 

SW0 

ちゃ 

ちぃ 

ちゅ 

ちえ 

ちょ 

TYA 

TYI 

TYU 

TYE 

TY0 

CHA 

CHU 

CHE 

CH0 

ぢゃ 

ぢぃ 

ぢゅ 

ぢえ 

ぢょ 

DYA 

DYI 

DYU 

DYE 

DY0 

〇あ 

ごい 


ごえ 

〇お 

TSA 

TSI 


TSE 

了 SO 

てゃ 

てぃ 

てゅ 

てえ 

てょ 

THA 

THI 

THU 

THE 

TH0 

とあ 

とい 

とぅ 

と又 

とお 

TWA 

TWI 

TWU 

TWE 

TWO 

じゃ 

にい 

じゅ 

じえ 

じょ 

NYA 

NYI 

NYU 

NYE 

NY0 

ひゃ 

ひぃ 

ひゅ 

ひえ 

ひょ 

HYA 

HYI 

HYU 

HYE 

HY0 

びゃ 

びぃ 

ぴゅ 

びえ 

びょ 

BYA 

BYI 

BYU 

BYE 

BY0 

ぴゃ 

ぴぃ 

ぴゅ 

ぴえ 

ぴょ 

PYA 

PYI 

PYU 

PYE 

PY0 

ノ)、あ 

ふい 

。、う 

成え 

ふお 

FWA 

FWI 

FWU 

FWE 

FW0 

FA 

円 


FE 

F0 

みや 

みい 

みゆ 

みえ 

みょ 

MYA 

MYI 

MYU 

MYE 

MY0 


I 小さいで字 


あ 

い 

〇 

文 

お 

LA 

LI 

LU 

LE 

L0 

XA 

XI 

XU 

XE 

X0 

つ 

や 

ゆ 

よ 


LTU 

LYA 

し YU 

LY0 


XTU 

XYA 

XYU 

XY0 
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